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序
論：

問
題
の
所
在

第
一
章
　
ス
イ
ス
の
「
独
立
」
を
巡
る
「
通
説
」

第
一
節
　
ス
イ
ス
史
研
究
及
び
帝
国
国
制
史
研
究
に
お
け
る
「
通
説
」

第
二
節
　
国
際
法
史
研
究
に
お
け
る
「
通
説
」

第
二
章

「
通
説
」
に
対
す
る
疑
問
a：

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前

の
ス
イ
ス

第
一
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前
の
「
ス
イ
ス
」
と
帝
国
の
関

係
第
二
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
前
の
「
ス
イ
ス
」
に
よ
る
「
外

交
」
活
動：

条
約
締
結
事
例

第
三
章
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
及
び
講
和
条
約
に
お
け
る
ス
イ

ス
誓
約
同
盟

第
一
節
　
講
和
会
議
へ
の
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
参
加

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
八
一
巻
四
号
）

第
二
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
け
る
ス
イ
ス
誓
約
同
盟：

「
ス
イ
ス
条
項
」

第
三
節

「
ス
イ
ス
条
項
」
の
評
価

第
四
章

「
通
説
」
に
対
す
る
疑
問
s：

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後

の
ス
イ
ス

第
一
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後
の
「
ス
イ
ス
」
と
帝
国
の
関

係
第
二
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後
の
「
ス
イ
ス
」
に
よ
る
「
外

交
」
活
動：

条
約
締
結
事
例

結
　
論…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
本
号
）



第
二
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
け
る
ス
イ
ス
誓
約
同
盟：

「
ス
イ
ス
条
項
」

そ
れ
で
は
、
ス
イ
ス
（
誓
約
同
盟
）
に
関
連
す
る
条
項
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
は
存
在
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
ず
、
I
P
O
に
お
い
て
、
そ
の
「
当
事
者
」
を
列
挙
す
る
第
一
七
条
第
一
○
・
一
一
項
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
項
で
ス
イ
ス
（
誓

約
同
盟
）
は
「
こ
の
講
和
に
含
ま
れ
る
」（hac

pacificatione
com

prehendantur

）
者
と
し
て
明
示
さ
れ
、
皇
帝
側
及
び
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
女
王
側
双
方
の
「
当
事
者
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
同
条
第
一
○
項
で
は
、「
ス
イ
ス
」（H

elvetiae

）

（
82
）

の
名
は
、
皇
帝
側
当
事
者
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
・
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
選
挙
侯
や
等
族
、
さ
ら
に
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
、

デ
ン
マ
ー
ク
及
び
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
国
王
及
び
王
国
並
び
に
そ
れ
に
付
属
す
る
諸
地
域
」、「
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
連
邦
議
会
」
等
々
と
共

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
条
第
一
一
項
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
国
王
や
そ
の
他
の
皇
帝
側
の
「
当
事
者
」
に
も
挙
げ
ら
れ
た
者
（
ス

ペ
イ
ン
国
王
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
家
等
を
除
く
。）
や
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
王
及
び
王
国
・
モ
ス
ク
ワ
大
公
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
」

と
共
に
「
ス
イ
ス
」（H

elvetiae

）
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
側
当
事
者
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
項
か
ら
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
が
当
時

の
「
国
際
的
活
動
主
体
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
（
83
）

。

こ
の
よ
う
な
「
当
事
者
」
に
関
す
る
規
定
を
除
く
な
ら
ば
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
い
て
ス
イ
ス
に
直
接
的
に
関
係
し
、

か
つ
実
質
的
内
容
を
有
す
る
規
定
は
、
I
P
O
第
六
条
（
I
P
M
第
六
一
条
）（「
ス
イ
ス
条
項
」）
の
み
で
あ
る
（
84
）

。
同
条
は
次
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
る
。

「
バ
ー
ゼ
ル
市
及
び
そ
の
他
の
ス
イ
ス
人
の
統
一
さ
れ
た
諸
邦
、
並
び
に
そ
れ
ら
の
市
民
及
び
臣
民
に
対
し
て
帝
国
最
高
法
院
か
ら
発
せ

ら
れ
た
若
干
の
訴
訟
手
続
及
び
執
行
命
令
に
関
し
て
、
バ
ー
ゼ
ル
市
及
び
ス
イ
ス
全
体
の
名
に
よ
り
、
こ
の
度
の
会
議
の
皇
帝
陛
下
全
権
代

表
の
面
前
で
提
起
さ
れ
た
申
立
て
に
つ
い
て
、
皇
帝
陛
下
が
、
帝
国
等
族
の
意
見
及
び
助
言
を
要
請
し
た
後
、
昨
年
五
月
一
四
日
の
一
勅
令
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に
よ
り
、
そ
の
バ
ー
ゼ
ル
市
及
び
そ
の
他
の
ス
イ
ス
人
の
諸
邦
は
、
特
に
、
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
並

び
に
帝
国
の
法
廷
及
び
裁
判
所
に
決
し
て
服
さ
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
、
そ
れ
と
同
一
の
こ
と
を
公
式
講
和
に
関
す
る
本
条
約
に
挿
入

し
、
有
効
且
つ
確
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
其
故
、
そ
の
場
合
に
い
か
な
る
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
訴
訟
手
続
及
び
逮
捕
は
完

全
に
無
効
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
（
85
）

。」

こ
の
「
ス
イ
ス
条
項
」
の
評
価
に
際
し
て
最
も
重
大
な
問
題
と
な
る
事
柄
は
、
こ
の
拙
訳
中
で
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び

免
除
を
有
し
て
い
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
部
分
（
原
文
で
は“ in

possessione
vel

quasi
plenae

libertatis
et

exem
ptionis

ab

Im
perio

esse”

）
で
あ
り
、
こ
の
訳
文
と
個
々
の
語
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
部
分
は
、
例
え

ば
、
デ
ュ
モ
ン
（J.

D
u

M
ont

）
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
条
約
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
仏
語
版
（
86
）

で
は“estre

en
possession

d’une

quasipleine
liberté

et
exem

ption
de

l’E
m

pire”

（
87
）

と
さ
れ
、
パ
リ
ー
（C

.Parry

）
の
手
に
よ
る
条
約
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
英

語
版
（
88
）

で
は“to

be
in

possession
of quasifullLiberty

and
E

xem
ption

from
the

E
m

pire”

（
89
）

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
訳
文

を
参
照
す
る
限
り
、「
帝
国
か
ら
の
殆
ど
完
全
な
自
由
及
び
免
除
を
有
し
て
い
る
こ
と
」
と
す
べ
き
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

ミ
ュ
ー
ラ
ー
（K

.
M

üller

）
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
法
学
上
の
理
解
で
は“ possessio”

（「
占
有
」）
は
本
来
有
体
物
に
つ
い
て
の
み
使
用

さ
れ
、
無
体
物
に
つ
い
て
は“ quasi

possessio”

が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
。（
即
ち
、「
準
占
有
」
の
観
念
と
解
さ
れ
る
（
90
）

。）
そ
し
て
、
ミ

ュ
ー
ラ
ー
は
（「
ス
イ
ス
条
項
」
で
は
「
自
由
及
び
免
除
」
と
い
う
無
体
物
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
）“ in

possessione
vel

quasi”

と
い
う
部
分
は“ quasi”

の
次
に“ possessione”

を
補
充
し
て
読
む
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ス
イ
ス
諸
邦
が
有
し
て

き
た
の
は
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」
で
あ
る
と
す
る
（
91
）

。

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
は“ in

possessione
vel

quasi
[ possessione]”

と
解
す
べ
き
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
最
初
の

“ possessio”

の
対
象
は
有
体
物
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
条
文
中
で
は
そ
れ
に
該
当
す
る
言
葉
（
例
え
ば
、「
領
域
」
が
そ
れ
に
該
当

し
よ
う
。）
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の“ possessio”

は
無
意
味
と
な
っ
て
し
ま
う
。
実
際
に
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
自
身
の
当
該
箇
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所
の
独
語
訳
も“im

B
esitz

voller
Freiheitund

E
xem

tion”

と
さ
れ
て
お
り
、“ in
possessione

velquasi”

が“ in
quasi

pos-

ses sione”

で
あ
る
か
の
よ
う
に
（
し
た
が
っ
て
、“vel ”

を
省
略
し
て
）
訳
出
さ
れ
て
い
る
（
92
）

。
そ
こ
で
、
こ
の“ vel”

を
敢
え
て
訳
出
す

る
な
ら
ば
、「
特
に
」
の
意
味
に
理
解
し
、
こ
の
部
分
は
前
述
の
拙
訳
に
示
し
た
よ
う
に
「
特
に
、
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び

免
除
を
有
し
て
い
る
こ
と
」
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の“ vel”
の
訳
出
方
法
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
I
P
O
の
他
の
規
定
に
お
い
て
も“ in

pos-

sessione
vel

quasi”
（
ま
た
は
そ
の
語
尾
変
化
を
伴
っ
た
表
現
）
が
幾
つ
か
見
出
さ
れ
、
そ
こ
で
は
無
体
物
が
「
占
有
」
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
（
93
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
I
P
O
の
条
文
か
ら
も
前
述
の
ミ
ュ
ー
ラ
ー
に
よ
り
示
さ
れ
た“ quasi

possessio”

に
つ
い
て
の
理
解
が
妥
当
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
94
）

。

そ
し
て
、
本
稿
で
は
こ
の
ミ
ュ
ー
ラ
ー
に
よ
る
I
P
O
第
六
条
の
解
釈
を
前
提
と
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
仮

に
、“quasi ”

を
文
字
通
り
「
殆
ど
」
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
同
条
に
よ
り
バ
ー
ゼ
ル
及
び
ス
イ
ス
誓
約
同
盟

に
認
め
ら
れ
た
「
殆
ど
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」
が
「
主
権
」
の
観
念
か
ら
一
層
遠
ざ
か
る
こ
と
を
意
味
し
、
後
述
す
る
本
稿
の
趣

旨
を
よ
り
強
固
に
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、「
ス
イ
ス
条
項
」
中
の“ in

possessione
velquasi

plenae
libertatis

etexem
ptionis”

を
以
上
の
よ
う
に
解
釈
し

た
上
で
、
次
に
「
自
由
」
及
び
「
免
除
」
の
観
念
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

先
ず
、「
免
除
」
の
観
念
に
つ
い
て
は
、
モ
ム
ゼ
ン
（K

.M
om

m
sen

）
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
観

念
は
、
ロ
ー
マ
（
訴
訟
）
法
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
へ
の
出
廷
を
第
三
者
の
権
力
行
使
を
通
じ
て
阻
止
す
る
こ
と
と

理
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
、
特
に
教
会
法
を
通
じ
て
、
裁
判
制
度
に
お
い
て
通
常
の
審
級
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
る
も
の
と
な

っ
た
。（
教
会
法
上
、
例
え
ば
、
修
道
院
は
司
教
の
裁
判
管
轄
権
下
に
置
か
れ
な
か
っ
た
。）
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
宗
教
改
革
期
以
降
の
ド

イ
ツ
法
に
お
い
て
、
こ
の
観
念
を
巡
る
理
論
が
発
展
す
る
。
そ
こ
で
は
、
或
る
領
主
の
領
邦
内
に
点
在
す
る
（
他
の
領
主
の
）
飛
地
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（Inklaven

）
や
他
の
領
主
の
領
邦
内
に
あ
る
自
己
の
飛
地
（E

xklaven

）
に
つ
い
て
、
こ
の
「
免
除
」
の
観
念
が
適
用
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
領
邦
君
主
の
裁
判
管
轄
下
に
（
全
く
ま
た
は
部
分
的
に
し
か
）
置
か
れ
な
い
人
、
都
市
、
修
道
院
等
に
つ
い
て
も
「
免
除
」
が

妥
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
世
の
法
学
者
は
、
帝
国
法
に
お
け
る
「
帝
国
か
ら
の
免
除
」（exem

ptiones
ab

im
perio

）
を
、「
帝
国
内
の
免
除
」（exem

ptiones
intra

im
perium

）
と
「
帝
国
外
の
免
除
」（exem

ptiones
extra

im
perium

）
に

区
分
し
、
前
者
は
或
る
帝
国
直
属
者
が
帝
国
の
他
の
領
邦
君
主
に
臣
従
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
帝
国
直
属
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
を
意

味
し
、
後
者
は
或
る
帝
国
直
属
者
が
帝
国
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
た
。
但
し
、「
帝
国
外
の
免
除
」
は
、
そ
れ
が
帝

国
か
ら
の
事
実
上
の
独
立
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、（
少
な
く
と
も
、
一
七
世
紀
後
半
ま
で
は
）
法
的
に
は
皇
帝
の
諸
権

利
と
帝
国
の
最
高
裁
判
権
が
留
保
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
法
的
な
独
立
を
承
認
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
95
）

。

ま
た
、
ヨ
リ
オ
（M

.Jorio

）
は
、「
自
由
」
及
び
「
免
除
」
に
つ
い
て
、
伝
統
的
な
帝
国
法
理
論
に
よ
れ
ば
、
帝
国
か
ら
の
完
全

な
分
離
と
い
う
意
味
で
の
免
除
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し
、
同
時
に
、「
帝
国
か
ら
の
自
由
と
し
て
の
免
除
は
、
最
上
位
の
封
建
領

主
で
あ
り
、
全
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
支
配
者
に
し
て
全
て
の
法
の
淵
源
で
あ
る
皇
帝
に
よ
り
維
持
さ
れ
得
る
の
で
あ
り
、
自
由
と
さ

れ
た
者
（der

G
efreite

）
は
帝
国
の
集
団
（R

eichsverband

）
の
中
に
留
ま
っ
た
」
と
し
て
い
る
（
96
）

。
さ
ら
に
、
エ
ッ
ガ
ー
（F.E

gger

）

は
、「
ス
イ
ス
条
項
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
自
由
」
と
は
、「
皇
帝
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
行
政
上
の
自
治
に
関
す
る
特
権
」
と
理
解

さ
れ
る
と
い
う
（
97
）

。

第
三
節
「
ス
イ
ス
条
項
」
の
評
価

「
ス
イ
ス
条
項
」
の
趣
旨
は
、「
バ
ー
ゼ
ル
市
及
び
そ
の
他
の
ス
イ
ス
人
の
諸
邦
」
が
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」
と

帝
国
の
裁
判
所
か
ら
の
免
除
を
一
六
四
七
年
五
月
一
四
日
付
の
勅
令
に
よ
り
皇
帝
か
ら
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
、
正
式
に
確
認
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
通
説
」
は
「
ス
イ
ス
条
項
」
を
も
っ
て
、
ス
イ
ス
に
「
正
式
な
独
立
の
承
認
」
や
「
国
際
的
承
認
」

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（二・完）
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が
与
え
ら
れ
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、「
通
説
」
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
存
在
す
る
。

先
ず
、
ス
イ
ス
の
「
正
式
な
独
立
」
と
い
う
通
説
的
理
解
に
関
し
て
、「
ス
イ
ス
条
項
」
は
「
独
立
」
を
明
示
的
に
規
定
し
て
い

な
い
し
、
ま
た
「
主
権
」
の
観
念
を
明
示
す
る
よ
う
な
言
葉
も
含
ん
で
い
な
い
点
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
ク
ロ
ク
ス

ト
ン
（D

.C
roxton

）
及
び
テ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（A

.T
ischer

）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「﹇
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
﹈
条
約
に
よ
り
ス
イ
ス
が
『
主
権
』（“sovereignty”

）
を
獲
得
す
る
で
あ
ろ
う
と
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
幾
つ
か
の

機
会
に
述
べ
た
こ
と
は
真
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
条
項
に
そ
の
よ
う
な
文
言
は
何
ら
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
一
八
世

紀
中
葉
ま
で
ス
イ
ス
が
（
何
ら
の
責
任
も
伴
わ
な
い
も
の
の
）
帝
国
の
一
部
で
あ
る
も
の
と
ス
イ
ス
の
法
律
家
た
ち
が
考
え
続
け
た
と
い
う

こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
の
で
あ
る
（
98
）

。」

次
に
、
前
節
で
瞥
見
し
た
「
自
由
」
や
「
免
除
」
に
つ
い
て
の
理
解
に
立
つ
な
ら
ば
、「
ス
イ
ス
条
項
」
中
の
「
帝
国
か
ら
の
完

全
な
自
由
及
び
免
除
」
が
近
代
国
際
法
上
の
観
念
と
し
て
の
「
独
立
」
と
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
即
ち
、

こ
の
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」
は
帝
国
国
制
（
法
）
の
枠
内
の
観
念
で
あ
り
、「
自
由
」
や
「
免
除
」
を
享
受
す
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
法
的
に
は
帝
国
や
皇
帝
か
ら
の
完
全
な
独
立
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
仮
に
、
当
時
の
ス
イ
ス
や
帝
国
に
お
い
て
近
代
的
な
「
主
権
」
観
念
が
未
成
熟
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
（
99
）

、「
主
権
」

と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」

と
す
る
表
現
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
実
態
と
し
て
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
が
有
し
た
権
能
や
法
的
地
位
が
、「
主

権
」
や
「
主
権
者
」
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
誓
約
同
盟
が
法
的
に
独
立
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。

実
際
に
、
ボ
ダ
ン
（J.B

odin

）
が
『
国
家
論
六
篇
』（Les

six
livres

de
la

R
épublique

）
に
お
い
て
抽
象
化
さ
れ
た
近
代
的
主
権

概
念
を
提
示
し
た
の
は
一
六
世
紀
後
半
（
一
五
七
六
年
）
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
の
主
権
理
論
（
或
い
は
、「
主
権
」
の
観
念
）
そ
れ
自
体

は
（
帝
国
や
ス
イ
ス
諸
邦
に
そ
れ
を
適
用
す
る
か
否
か
は
別
の
問
題
と
し
て
）
既
に
一
七
世
紀
前
半
に
は
ス
イ
ス
内
に
伝
え
ら
れ
て
は
い
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た
も
の
の
、
そ
こ
で
「
主
権
」
観
念
が
一
般
的
に
受
容
さ
れ
る
の
は
よ
り
遅
い
時
期
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
100
）

。
つ
ま
り
、

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
の
時
期
の
ス
イ
ス
で
は
近
代
的
な
「
主
権
理
論
」
や
「
主
権
観
念
」
の
受
容
が
依
然
と
し
て
不
完
全

な
情
況
で
あ
っ
た
た
め
に
、
講
和
交
渉
の
全
当
事
者
に
と
っ
て
了
解
可
能
で
あ
る
（
よ
り
旧
い
用
語
で
あ
る
）「
自
由
及
び
免
除
」
が

使
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
交
渉
当
事
者
の
真
意
は
（「
通
説
」
が
主
張
す
る
通
り
）
ス
イ
ス
の
「
主
権
」
や
「
独
立
」
の
正
式
な
承

認
に
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
が
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
帝
国
に
お
い
て
は
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
は
容
易
に
受
容
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
こ

れ
﹇
ボ
ダ
ン
の
理
論
﹈
が
皇
帝
に
何
ら
の
主
権
も
認
め
な
か
っ
た
た
め
に
、
ボ
ダ
ン
の
理
論
は
帝
国
法
学
者
に
よ
り
拒
絶
さ
れ
た
」

（
101
）

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
皇
帝
の
側
の
「
主
権
」
観
念
の
拒
絶
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
に
お
け
る
帝
国
等
族
の
権

利
を
巡
る
次
の
よ
う
な
交
渉
過
程
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

帝
国
等
族
の
諸
権
利
に
つ
い
て
は
、
一
六
四
五
年
六
月
の
「
主
要
提
案
」（H

auptpropositionen

）

（
102
）

の
第
七
項
目
に
お
い
て
フ
ラ

ン
ス
側
が
、
帝
国
等
族
の
特
権
や
自
由
の
回
復
、
和
戦
の
権
利
等
々
の
確
認
と
い
っ
た
、
最
終
的
に
I
P
O
第
八
条
第
一
・
二
項

（
I
P
M
第
六
二
・
六
三
条
）
に
結
実
す
る
内
容
を
提
示
し
た
後
に
、
第
八
項
目
に
お
い
て
帝
国
等
族
が
「
主
権
に
基
づ
く
他
の
全
て

の
諸
権
利
」（tous

les
autres

droits
de

Souveraineté
）
を
保
持
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
（
103
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
皇
帝
側
の
対

案
（“superioritas

territorialis”

の
使
用
）
が
示
さ
れ
、
最
終
的
に“souveraineté”

に
該
当
す
る
言
葉
を
仏
側
が
放
棄
し
た
と
い

う
。
即
ち
、「
三
十
年
戦
争
の
勝
者
は
」「
自
己
の
観
念
を
も
強
要
し
得
る
ほ
ど
充
分
な
勝
者
で
は
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
（
104
）

。

さ
ら
に
、「
主
権
」
観
念
を
巡
る
交
渉
当
事
者
の
意
識
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
条
文
の
仏
語
訳
に

つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
同
条
約
条
文
の
仏
語
訳
が
条
約
締
結
の
翌
月
（
一
六
四
八
年
一
一
月
）
か
ら
翌
々
月
に
か
け
て
フ
ラ

ン
ス
の
『
ガ
ゼ
ッ
ト
』（G

azette

）
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
同
誌
は
、
一
六
三
一
年
発
刊
の
同
国
で
は
恐
ら
く
最
古
の
週
刊
誌
で
あ
り
、

現
代
の
『
官
報
』
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
105
）。

）
同
誌
で
は
、
帝
国
等
族
に
関
す
る
諸
規
定
の
中
に
「
主
権
」

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（二・完）

7



（souveraineté

）
と
い
う
訳
語
は
登
場
し
な
い
と
い
う
。
即
ち
、
例
え
ば
、
I
P
O
第
八
条
第
一
項
で
は
、“ jus

territorii”

に
対
し

て“droictde
leur

territoire”

が
充
て
ら
れ
（
106
）

、
ま
た
I
P
O
第
一
三
条
第
八
項
（
ブ
ラ
オ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
家
の

補
償
に
関
連
す
る
）
で
は“ caetera

superioritatis
et

regim
inis

iura”

に
対
し
て“les

autres
droits

de
supériorité

etgou-

vernem
ent”

が
充
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
107
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
領
域
権
」（jus

territorii: jus
territoriale

）

（
108
）

や
「
君
主
の
権
利
」

（
上
位
支
配
権
（jus

superioritatis

））
が
「
主
権
」（souveraineté

）
と
は
異
な
る
観
念
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア

条
約
に
お
い
て
「
主
権
」
観
念
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
さ
え
も
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
、
殆
ど
全
て
の
条
約
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
も
当
事
者
間
の
妥
協
の
産
物
で
あ
り
、
ま
た
、
多

様
な
交
渉
戦
術
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ブ
ラ
オ
ン
（B

.
B

raun

）
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、「
ス
イ
ス
条
項
」
が
帝
国
国
制
上
の
観
念
と
近
代
的
主
権
観
念
の
「
独
特
な
混
合
物
」
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
一
面
に
お
い

て
真
理
を
表
わ
し
て
い
よ
う
（
109
）

。
し
か
し
、
こ
の
ブ
ラ
オ
ン
の
解
釈
を
是
認
す
る
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
近
代
的
主
権
観
念
が
こ
の

条
項
（
そ
し
て
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
全
体
）
に
お
い
て
貫
徹
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
は
否
定
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
柄
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
ス
イ
ス
条
項
」
が
ス
イ
ス
の
「
主
権
」
を
承
認
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
近
代
国
際
法
上
の
「
独
立
」
を
承
認
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
も
ま
た
困
難
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
、
次
章
で
は
ス
イ
ス
の
「
独
立
」
の
実
態
に
つ
い
て
の
検
討
の
材
料
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
一
六
四
八
年
以
降
の
ス
イ

ス
の
諸
々
の
実
行
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
四
章
　
「
通
説
」
に
対
す
る
疑
問
s：

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後
の
ス
イ
ス

法学研究 81 巻 5号（2008： 5）

8



第
一
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後
の
「
ス
イ
ス
」
と
帝
国
の
関
係

本
稿
第
一
章
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
「
通
説
」
に
従
う
な
ら
ば
、
ス
イ
ス
（
誓
約
同
盟
）
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後
帝

国
と
の
法
的
紐
帯
を
断
ち
切
っ
て
、「
主
権
」
に
基
づ
く
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
に
、「
帝
国
へ
の
帰

属
を
示
す
象
徴
と
肩
書
は
一
六
四
八
年
以
降
徐
々
に
廃
止
」
さ
れ
、
例
え
ば
、「
一
六
五
一
年
に
バ
ー
ゼ
ル
市
参
事
会
が
古
き
皇
帝

の
特
権
を
公
開
の
場
で
市
民
団
に
毎
年
読
み
上
げ
る
こ
と
を
も
は
や
行
わ
な
い
こ
と
を
決
定
（
110
）

」
す
る
と
い
う
形
式
で
、
ス
イ
ス
諸
邦

は
帝
国
へ
の
従
属
的
関
係
の
断
絶
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
バ
ー
ゼ
ル
の
実
行
に
類
似
す
る
実
行
は
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
市
参
事
会
と
市
民
に
よ
っ
て

市
当
局
に
対
す
る
忠
誠
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
帝
国
に
は
も
は
や
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

そ
れ
は
一
六
八
一
年
六
月
の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
（
111
）

、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
諸
邦
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
意
思
表
明
は
、
バ
ー
ゼ
ル
市
が

行
っ
た
よ
う
に
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
直
後
の
時
期
に
行
わ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
の
実
行
は
、「
通
説
」
が
示
す
よ
う
な
「
ス
イ
ス
条
項
」
に
よ
る
ス
イ
ス
独
立
の
正
式
な
承
認
と
い
う
理
解

が
当
時
の
実
態
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
示
唆
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
ス
イ
ス
の
帝
国
か
ら
の
「
自
由
」
に
関
し
て
は
、

少
な
く
と
も
二
つ
の
点
で
、「
通
説
」
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
独
立
」
の
意
味
に
解
す
る
こ
と
を
困
難
と
す
る
問
題
が
発
生
す
る
。

そ
れ
は
、
一
六
四
八
年
以
降
の
ス
イ
ス
諸
邦
が
帝
国
の
構
成
員
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
と
「
属
邦
」
が
「
ス
イ
ス
条
項
」
に
含
ま

れ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

先
ず
、
一
六
四
八
年
以
降
の
ス
イ
ス
諸
邦
を
帝
国
の
構
成
員
と
す
る
か
否
か
を
巡
る
議
論
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。「
通
説
」
に

従
う
な
ら
ば
、
同
年
以
降
当
然
に
ス
イ
ス
諸
邦
は
帝
国
の
構
成
員
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ウ

ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
降
も
依
然
と
し
て
ス
イ
ス
諸
邦
と
帝
国
の
間
に
紐
帯
が
存
在
し
た
こ
と
を
認
め
る
説
が
存
在
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
一
六
四
八
年
以
降
も
ス
イ
ス
の
個
々
の
邦
が
帝
国
の
対
ト
ル
コ
戦
に
際
し
て
帝
国
へ
の
援
助
を
行
っ
た
事
実
を
指
摘
し
、

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（二・完）
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こ
の
事
実
か
ら
「
誓
約
同
盟
の
帝
国
へ
の
結
び
付
き
が
最
も
印
象
的
に
読
み
取
ら
れ
る
」
と
す
る
説
が
あ
る
（
112
）

。
ま
た
、
ガ
オ
ス
（J.

G
auss

）
は
、
一
六
五
一
年
の
時
点
で
皇
帝
の
宮
廷
に
お
け
る
ス
イ
ス
人
の
呼
称
及
び
宛
名
（die

A
dresse

）
が
依
然
と
し
て
古
い

時
代
の
形
式
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
「
屈
従
」（U

nterw
ürfigkeit

）
す
ら
を
も
ス
イ
ス
人
が
容
認
し
て
い

る
こ
と
を
示
す
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
及
び
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
が
非
難
し
た
こ
と
に
触
れ
た
後
に
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「

ヴ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
一
六
四
八
年
の
条
約
の
条
項
が
ヴ
ィ
ー
ン
で
は
国
際
法
上
の
分
離
（Lostrennung

）
と
は
解
釈
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
、
経
験
し
た
。
即
ち
、
帝
国
最
高
法
院
宛
の
皇
帝
の
書
簡
の
草
案
を
﹇
ヴ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
﹈
自
ら
が
作
成
す
る
こ
と
が

許
可
さ
れ
た
際
に
、
彼
は
大
胆
に
も
次
の
言
葉
を
記
し
た
。『
朕
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
三
世
は
』
皇
帝
の
名
に
お
い
て
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
の
帝

国
最
高
法
院
に
対
し
て
誓
約
同
盟
の
『
自
由
且
つ
主
権
的
な
地
位
』（der

freie,
souveräne

Stand

）
を
尊
重
す
る
よ
う
命
じ
た
。
し
か

し
、
こ
の
章
句
は
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
に
よ
る
最
終
的
な
発
布
に
お
い
て
は
昔
か
ら
知
ら
れ
た
形
式
で
あ
る
『
帝
国
か
ら
の
免
除
』

（E
xem

tion
vom

R
eich

）
と
い
う
形
式
に
慎
重
に
変
更
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ス
イ
ス
の
主
権
が
正
式
に
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
成
功

し
た
の
で
は
な
か
っ
た
（
113
）

。」

こ
の
よ
う
に
一
六
四
八
年
以
降
に
も
帝
国
と
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
と
の
紐
帯
が
存
在
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
諸
説
の
中
で
最
も
極
端

な
説
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
ヨ
リ
オ
が
紹
介
し
て
い
る
フ
ォ
ン
＝
ヤ
ン
（F

reiherr
Ludw

ig
F

riedrich
von

Jan

）
の
著
作

（Staatrechtliche
V

erhältnis
der

Schw
eiz

zu
dem

deutschen
R

eiche ,3
B

d.(N
ürnberg/A

ltdorf,1801

―1803 )

）
に
現
れ
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、「
筆
者
﹇von

Jan

﹈
は
、
ス
イ
ス
が
一
八
世
紀
末
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
邦

（Provinz

）
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
無
数
の
典
拠
（B

elege
und

B
elegchen

）
を
収
集
し
た
（
114
）

」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
諸
説
に
加
え
て
、
よ
り
大
き
な
問
題
を
提
起
す
る
も
の
が
、
ラ
イ
ス
ヴ
ァ
イ
ク
条
約
（
115
）

に
含
ま
れ
る
皇
帝
・
仏
国
王
間
講
和

条
約
（
一
六
九
七
年
一
○
月
三
○
日
付
）
の
第
五
六
条
で
あ
る
。
同
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
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「
さ
ら
に
、
神
聖
な
る
皇
帝
陛
下
及
び
帝
国
の
名
に
よ
り
、
既
に
﹇
こ
の
条
約
中
で
﹈
名
を
挙
げ
ら
れ
た
帝
国
の
構
成
員
の
他
に
、
帝
国

の
残
余
の
選
挙
侯
、
諸
侯
、
等
族
及
び
構
成
員
、
特
に
、
バ
ー
ゼ
ル
司
教
及
び
司
教
領
が
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
支
配
地
、
特
権
及
び
権
利

と
共
に
、
こ
の
講
和
に
含
ま
れ
る
。
同
様
に
、
ス
イ
ス
の
一
三
邦
及
び
そ
れ
ら
の
同
盟
者
、
特
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
共
和
国
及
び
市
、
ノ
イ
エ

ン
ブ
ル
ク
の
属
領
、
都
市
、
付
随
地
、
ザ
ン
ク
ト
＝
ガ
レ
ン
市
、
ミ
ュ
ル
ハ
オ
ゼ
ン
、
ビ
ー
ル
、
ラ
イ
ン
又
は
グ
リ
ソ
ン
の
三
同
盟
、
ヴ
ァ

リ
ス
の
一
七
同
盟
、
及
び
ザ
ン
ク
ト
＝
ガ
レ
ン
修
道
院
﹇
も
含
ま
れ
る
﹈

（
116
）

。」

こ
の
規
定
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
「
バ
ー
ゼ
ル
司
教
及
び
司
教
領
」
が
「
帝
国
の
構
成
員
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
条
文
内
の
位
置
に
よ
っ
て
若
干
曖
昧
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
ス
イ
ス
一
三
邦
及
び
そ
れ
ら
の
属
邦
も

「
帝
国
の
構
成
員
」
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
（
117
）

。

以
上
の
よ
う
に
、（
最
も
控
え
目
な
事
例
と
し
て
）
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
締
結
直
後
か
ら
（
最
も
極
端
な
説
に
従
う
な
ら
ば
）
一

八
世
紀
末
に
至
る
ま
で
、
ス
イ
ス
の
「
帝
国
か
ら
の
法
的
独
立
」
を
否
定
す
る
根
拠
と
な
り
得
る
資
料
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
誓
約
同
盟
の
「
属
邦
」
と
帝
国
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の

解
釈
と
の
関
連
に
お
い
て
困
難
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、「
ス
イ
ス
条
項
」
に
ス
イ
ス
一
三
邦
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
明

白
で
あ
っ
た
が
、
属
邦
が
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
118
）

。
確
か
に
、
同
条
約
中
に
は
属
邦
や
そ

れ
ら
に
対
す
る
支
配
権
に
つ
い
て
の
明
示
的
規
定
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
、
例
え
ば
、
ミ
ュ
ル
ハ
オ
ゼ
ン
や
バ
ー
ゼ

ル
司
教
領
の
よ
う
に
、
実
際
に
帝
国
内
に
存
在
す
る
属
邦
を
放
棄
す
る
こ
と
を
帝
国
側
が
欲
し
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
（
119
）

。
そ
し
て
、
こ
の
規
定
の
曖
昧
さ
は
実
際
上
の
問
題
を
惹
起
し
た
。
即
ち
、
一
六
五
六
年
の
誓
約
同
盟
内
の
紛
争
（
第
一
次
フ
ィ
ル

メ
ル
ゲ
ン
戦
争
（V

illm
ergerkrieg

））
に
関
連
し
て
、
バ
ー
ゼ
ル
司
教
区
に
帰
属
す
る
都
市
（N

euenstadt
(N

euveville)
am
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B
ielersee

）
が
帝
国
最
高
法
院
に
出
廷
さ
せ
ら
れ
得
る
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
帝
国
議
会
は
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
肯
定
的
に
回
答
し
た
が
、
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
は
、
免
除
が
誓
約
同
盟
の
領
域
全
体
に
及
ぶ
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
誓
約
同
盟
に

有
利
な
決
定
を
下
し
た
。
宮
廷
は
こ
こ
で
、
誓
約
同
盟
の
近
代
的
領
域
概
念
を
提
示
し
た
の
で
あ
り
、
個
々
の
邦
の
伝
統
的
な
法
的

地
位
を
も
は
や
問
題
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」
と
こ
ろ
が
、
一
七
一
二
年
の
同
盟
の
内
紛
（
第
二
次
フ
ィ
ル
メ
ル
ゲ
ン
戦
争
）
で

は
、
ザ
ン
ク
ト
＝
ガ
レ
ン
（St.G

allen

）
修
道
院
長
が
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
ク
（T

oggenburg

）
に
対
す
る
彼
の
支
配
権
を
巡
る
問
題
を

皇
帝
に
提
起
し
た
と
き
に
、
皇
帝
側
は
一
般
的
な
外
交
政
策
上
の
理
由
か
ら
一
六
五
六
年
の
事
例
に
お
け
る
よ
り
も
、
属
邦
の
帝
国

か
ら
の
独
立
に
関
し
て
属
邦
に
不
利
な
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。「
こ
の
と
き
に
は
誓
約
同
盟
は
苦
労
し
て
よ
う
や
く
自
己
の
立

場
、
即
ち
、
属
邦
は
同
時
に
帝
国
等
族
で
は
あ
り
得
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
免
除
は
属
邦
に
も
妥
当
す
る
と

い
う
立
場
、
を
貫
徹
し
た
の
で
あ
っ
た
（
120
）

。」

こ
の
よ
う
に
、
属
邦
の
帝
国
へ
の
帰
属
を
巡
る
対
立
は
一
八
世
紀
ま
で
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
対
立
は
当
時
作
成
さ
れ

た
条
約
の
内
容
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
七
一
三
年
四
月
一
一
日
付
フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
イ
セ
ン
間
講
和
友
好
（
ユ
ト
レ

ヒ
ト
）
条
約
第
一
二
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
こ
の
講
和
文
書
に
は
、
極
め
て
キ
リ
ス
ト
教
的
な
る
﹇
フ
ラ
ン
ス
国
王
﹈
陛
下
の
側
か
ら
、
並
び
に
プ
ロ
イ
セ
ン
﹇
国
王
﹈
陛
下
の
側

か
ら
も
、
ス
イ
ス
の
す
べ
て
の
一
三
邦
と
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
同
盟
市
及
び
同
盟
者
、
個
別
的
に
は
、
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
、
フ
ァ
ラ
ン
ギ
ン
、

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
共
和
国
及
び
市
並
び
に
そ
れ
に
属
す
る
も
の
、
さ
ら
に
ザ
ン
ク
ト
＝
ガ
レ
ン
市
、
ミ
ュ
ル
ハ
オ
ゼ
ン
市
、
ビ
ー
ル
市
、
ヴ
ァ
リ

ス
の
七
領
又
は
一
○
領
、
ラ
エ
テ
ィ
ア
ま
た
は
グ
リ
ソ
ン
の
三
同
盟
並
び
に
そ
れ
ら
の
属
領
、
が
含
ま
れ
る
（
121
）

。」

こ
の
規
定
に
お
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
ラ
イ
ス
ヴ
ァ
イ
ク
条
約
中
の
皇
帝
・
仏
国
王
間
講
和
条
約
第
五
六
条
に
お
け
る
場
合
と
は

異
な
り
、
ス
イ
ス
の
邦
が
帝
国
の
構
成
員
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
な
い
上
に
、
諸
々
の
属
邦
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
ス
イ
ス

（
誓
約
同
盟
）
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
但
し
、
こ
れ
が
属
邦
を
含
め
た
誓
約
同
盟
全
体
が
帝
国
か
ら
完
全
に
独
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立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
点
は
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
条
文
は
仏
普
両
国
王

間
の
講
和
条
約
に
属
邦
を
含
む
ス
イ
ス
諸
邦
が
「
含
ま
れ
る
」（com

prehenduntur

）
と
い
う
形
式
を
採
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
式

は
既
に
触
れ
た
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
（
I
P
O
第
一
七
条
第
一
○
・
一
一
項
）
の
形
式
と
同
様
で
あ
る
た
め
、
依
然
と
し
て
ウ
ェ
ス
ト
フ

ァ
リ
ア
条
約
に
お
い
て
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
地
位
を
巡
っ
て
発
生
し
た
問
題
（
と
り
わ
け
、「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」
の
解
釈

を
巡
る
問
題
）
と
同
様
な
問
題
が
発
生
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。）

こ
の
仏
普
間
条
約
の
他
に
も
、
仏
蘭
間
講
和
友
好
（
ユ
ト
レ
ヒ
ト
）
条
約
（
一
七
一
三
年
四
月
一
一
日
付
）
に
お
い
て
、
同
条
約
の

当
事
者
（「
含
ま
れ
る
」
者
）
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
第
三
七
条
で
、
類
似
し
た
事
柄
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
同
条
で
は
、

オ
ラ
ン
ダ
（
連
邦
議
会
（É

tats
G

énéraux:Staaten-G
eneraal

））
の
側
か
ら
こ
の
条
約
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
者
の
中
に
「
ス
イ
ス

同
盟
の
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
一
三
邦
と
そ
れ
ら
と
の
同
盟
及
び
連
合
を
な
し
た
者
（A

lliez
et

C
onféderez

）」
が
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に

個
別
的
に
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
都
市
（R

épubliques

）
及
び
邦
で
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、
ベ
ル
ン
」
等
々
と
並
ん
で
、
属
邦
で

あ
る
「
ザ
ン
ク
ト
＝
ガ
レ
ン
、
ミ
ュ
ル
ハ
オ
ゼ
ン
」
等
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
122
）

。

こ
の
よ
う
に
、
属
邦
が
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
に
含
ま
れ
る
旨
が
明
示
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
属
邦
の
地
位
を
巡
る

対
立
が
一
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
123
）

。
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
先
に
挙
げ
た
仏
普
間
講
和
友
好
条
約
の
第
一
二
条
に
バ
ー
ゼ
ル
司
教
領
が
含
ま
れ
て
い

な
い
点
で
あ
る
。
パ
イ
ア
ー
（H

.C
.Peyer

）
に
よ
れ
ば
、
同
条
は
誓
約
同
盟
の
属
邦
の
「
完
全
な
一
覧
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の

バ
ー
ゼ
ル
司
教
領
の
除
外
は
そ
の
時
点
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
同
司
教
領
が
帝
国
に
帰
属
し
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
る
と
い
う
（
124
）

。
こ
の
説
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
こ
で
も
ま
た
バ
ー
ゼ
ル
司
教
領
の
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
へ
の
帰
属
に
つ
い
て
は
依
然

と
し
て
争
い
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
六
四
八
年
以
降
も
一
八
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
、
帝
国
と
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
構
成
員
（
邦
）
と
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の
関
係
や
誓
約
同
盟
の
範
囲
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
未
確
定
な
状
態
が
続
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
事

柄
に
つ
い
て
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
締
結
の
前
後
で
大
き
な
相
異
は
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
（
125
）

。
そ
れ
で
は
次
に
、
ス
イ
ス
の
「
対
外
的
独
立
」
を
示
す
と
思
わ
れ
る
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
降
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
「
条
約
」

締
結
の
事
例
に
つ
い
て
瞥
見
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
節
　
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後
の
「
ス
イ
ス
」
に
よ
る
「
外
交
」
活
動：

条
約
締
結
事
例

一
六
四
八
年
以
降
に
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
や
そ
の
構
成
諸
邦
が
一
方
当
事
者
と
な
っ
て
締
結
さ
れ
た
諸
条
約
を
見
る
な
ら
ば
、
本
稿

に
お
け
る
問
題
意
識
と
の
関
連
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
事
柄
を
二
つ
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
第
一
は
、（「
ス
イ

ス
条
項
」
で
は
「
ス
イ
ス
人
の
統
一
さ
れ
た
諸
邦
」（H

elvetiorum
unitos

contones

）
と
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
）
そ
れ
ら
諸
条
約
の

中
で
、
ス
イ
ス
（
誓
約
同
盟
）
が
単
一
の
当
事
者
と
し
て
締
結
し
た
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
り
、
ス
イ
ス
は
依
然

と
し
て
単
一
の
国
際
的
活
動
主
体
で
は
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
第
二
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
後
で
あ
っ
て
も
、

ス
イ
ス
誓
約
同
盟
内
の
宗
教
的
対
立
が
依
然
と
し
て
同
盟
の
一
体
性
を
阻
害
す
る
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

第
一
の
対
外
的
関
係
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
単
一
性
の
欠
如
（
或
い
は
ス
イ
ス
各
邦
の
高
度
な
自
立
性
の
維
持
）
に
関
し
て
は
、
例
え

ば
、
一
六
八
五
年
一
○
月
の
サ
ヴ
ォ
ワ
公
と
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
間
の
「
ト
リ
ノ
同
盟
条
約
」

（
126
）

の
よ
う
に
、
個
別
邦
が
ス
イ
ス
域
外
の
勢

力
と
同
盟
条
約
を
締
結
す
る
例
か
ら
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
も
ス
イ
ス
内
で
は
個
別
邦
間
の
武
力
衝

突
が
発
生
す
る
（
127
）

な
ど
、
ス
イ
ス
の
国
家
と
し
て
の
一
体
性
は
全
く
未
確
立
で
あ
り
、
誓
約
同
盟
の
構
成
員
が
同
盟
外
の
存
在
と
同
盟

条
約
を
締
結
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
（
128
）

。
さ
ら
に
、
同
様
の
状
況
は
一
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
看
取
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
一
八
一
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五
年
（
六
月
九
日
付
）
の
ヴ
ィ
ー
ン
議
定
書
の
第
一
一
八
条
（
129
）

に
お
い
て
、
ヴ
ィ
ー
ン
会
議
に
お
け
る
合
意
の
「
不
可
分
の
部
分
」
と

み
な
さ
れ
る
諸
文
書
の
中
に
、
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
国
王
に
よ
り
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
（C

anton
de

G
enève

）
に
対
し
て
行
わ
れ
た
譲
渡
に
関

す
る
同
年
三
月
二
九
日
付
の
議
定
書
が
含
ま
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
邦
が
独
立
し
た
「
外
交
」
の
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
れ
ら
の
独
立
し
た
「
外
交
」
活
動
は
、
必
ず
し
も
各
邦
が
自
発
的
に
展
開
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

外
在
的
要
因
に
よ
り
強
制
さ
れ
た
も
の
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
存
在
す
る
（
130
）

。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
に
は
自
己
の
一

体
性
を
阻
害
す
る
内
在
的
要
因
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
事
柄
が
、
先
に
挙
げ
ら
れ

た
第
二
点
、
即
ち
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
内
の
宗
教
的
対
立
で
あ
る
。

宗
教
的
対
立
の
存
在
に
関
し
て
は
、
ス
イ
ス
内
の
同
一
宗
派
を
奉
ず
る
諸
邦
が
一
方
当
事
者
と
な
っ
て
、
ス
イ
ス
域
外
の
勢
力
と

の
間
で
同
盟
条
約
を
締
結
す
る
事
例
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
一
六
五
一
年
（
四
月
一
四
日
付
）
に
サ
ヴ
ォ
ワ
公
と
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦
間
（
ル
ツ
ェ
ル
ン
・
ウ
ー
リ
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
・

ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
テ
ン
・
オ
ー
バ
ー
ヴ
ァ
ル
テ
ン
・
ツ
ー
ク
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
）
の
同
盟
を
更
新
す
る
た
め
の
条
約
が
ル
ツ
ェ
ル
ン
で
締

結
さ
れ
て
い
る
（
131
）

が
、
そ
の
後
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
対
立
は
武
力
紛
争
（
第
一
次
フ
ィ
ル
メ
ル
ゲ
ン
戦
争
）
に
ま
で

至
り
、
五
六
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
複
数
の
講
和
条
約
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
132
）

。

ま
た
、
そ
の
後
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
諸
邦
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ル
ン
・
バ
ー
ゼ
ル
等
）
が
ル
イ
一
四
世
と
一
六
五
八
年
（
六
月

一
日
付
）
の
条
約
に
よ
り
同
盟
関
係
に
入
り
（
133
）

、
さ
ら
に
六
三
年
に
ル
イ
一
四
世
は
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦
と
の
同
盟
に
転
ず
る
（
134
）

な
ど
し

て
、
ス
イ
ス
諸
邦
は
宗
教
的
対
立
を
解
消
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
情
況
は
一
八
世
紀
前
半
に
も
継
続
し
、
そ
れ
は
武
力

紛
争
を
も
惹
起
す
る
こ
と
と
な
る
。
即
ち
、
一
七
一
二
年
に
発
生
し
た
「
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
ク
問
題
」
を
契
機
と
す
る
両
宗
派
間
の
紛

争
（
第
二
次
フ
ィ
ル
メ
ル
ゲ
ン
戦
争
）
で
あ
る
。
こ
の
武
力
紛
争
は
同
年
八
月
の
「
ア
ラ
オ
（A

rau

）
講
和
」

（
135
）

に
よ
り
終
熄
す
る
が
、

こ
の
講
和
条
約
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
二
邦
（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
・
ベ
ル
ン
）
と
カ
ト
リ
ッ
ク
派
五
邦
（
ル
ツ
ェ
ル
ン
・
ウ
ー
リ
・
シ
ュ
ヴ
ィ
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ー
ツ
・
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
・
ツ
ー
ク
）
と
の
間
で
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
他
の
諸
邦
は
連
合
加
盟
時
の
条
件
（
バ
ー
ゼ
ル
・
シ
ャ
フ
ハ

オ
ゼ
ン
・
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
）
や
政
治
的
考
慮
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
及
び
バ
ー
ゼ
ル
司
教
）
か
ら
中
立
を
維
持
し
た
（
136
）

。
そ

の
後
も
仏
国
王
が
一
七
一
五
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦
と
同
盟
を
更
新
し
（
137
）

、
一
七
六
四
年
に
も
仏
国
王
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦

の
新
た
な
兵
制
の
提
案
に
基
づ
い
て
、
事
実
上
の
同
盟
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
（
138
）

。

誓
約
同
盟
に
お
い
て
は
、
宗
教
改
革
以
前
か
ら
政
治
秩
序
に
お
け
る
宗
教
的
観
念
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

（
例
え
ば
、

澤
は
、
一
五
世
紀
後
半
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
戦
争
（
一
四
七
四
年
か
ら
七
七
年
）
に
お
け
る
「
当
時
の
ス
イ
ス
の
自
己
意
識
に
と

っ
て
、
政
治
秩
序
に
関
す
る
宗
教
的
な
観
念
が
重
要
で
あ
る
こ
と
（
139
）

」
を
指
摘
し
て
い
る
。）
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
以
上
に
挙
げ
ら
れ
た

諸
条
約
の
存
在
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
一
八
世
紀
に
至
っ
て
も
依
然
と
し
て
妥
当
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
の
で
あ
る
。（
こ
れ
は
さ
ら
に
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
（
及
び
三
十
年
戦
争
）
に
よ
り
、（
国
際
）
政
治
に
お
け
る
宗
教
的
契
機
が
失

わ
れ
た
と
す
る
こ
と
も
、
全
欧
州
に
つ
い
て
妥
当
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。）

以
上
の
事
柄
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
神
話
」
に
よ
れ
ば
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
は
ウ
ェ
ス
ト

フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
り
帝
国
か
ら
の
「
独
立
」
を
承
認
さ
れ
た
と
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
ス
イ
ス
」
が
単
一
の
国
際
的

行
動
主
体
と
し
て
当
時
の
欧
州
国
際
関
係
の
中
に
組
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
誤
り
で
あ

る
。
帝
国
か
ら
の
独
立
に
関
し
て
は
、
帝
国
と
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
（
ま
た
は
各
邦
）
と
の
紐
帯
が
同
条
約
以
降
も
依
然
と
し
て
維
持

さ
れ
た
。
ま
た
、
一
六
四
八
年
以
後
も
ス
イ
ス
は
一
体
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
誓
約
同
盟
内
の
宗
派
的
対
立
の
図
式
も
存
続
し

た
の
で
あ
る
。（
況
ん
や
、「
ス
イ
ス
」
が
一
体
と
し
て
国
際
法
人
格
を
承
認
さ
れ
た
と
す
る
よ
う
な
主
張
は
、
近
代
国
際
法
理
論
の
歴
史
を

無
視
し
た
も
の
で
あ
る
。）

但
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
な
お
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
自
体
の
分
裂
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
は
注
意
が
向
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け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
武
力
紛
争
が
惹
起
さ
れ
る
ほ
ど
の
深
刻
な
宗
教
的
対
立
が
存
在
し
て
も
、
そ
れ
が
政
治
的

（
現
実
的
）
考
慮
（
諸
邦
に
と
っ
て
の
同
盟
維
持
の
重
要
性
）
を
覆
す
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
（
前
述
の
よ
う
に
、
宗
教
改
革
期
に
あ

っ
て
も
こ
の
こ
と
は
ス
イ
ス
に
お
い
て
妥
当
し
た
）
こ
と
を
こ
の
事
実
は
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
、
宗
教
改
革
開
始
以

降
に
宗
教
が
有
し
た
世
俗
政
治
へ
の
影
響
力
の
複
雑
な
性
格
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
欧
州
社
会
に
お
い
て
宗
教
に
対
す
る
国
家

理
性
の
優
位
が
現
実
の
も
の
と
さ
れ
た
一
つ
の
実
例
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

結
　
論

以
上
、
本
稿
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
次
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
得
る
。

先
ず
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
ま
た
は
そ
の
構
成
諸
邦
に
よ
る
「
条
約
締
結
活
動
」
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
前
後

に
お
い
て
変
化
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
同
盟
全
体
と
し
て
も
、
ま
た
各
邦
と
し
て
も
（
或
い
は
、
若
干
の
諸
邦
が
纏
ま

っ
て
）
ス
イ
ス
外
の
勢
力
と
の
条
約
を
締
結
し
て
い
る
と
い
う
事
実
、
さ
ら
に
は
宗
教
的
対
立
が
一
六
四
八
年
の
前
後
に
お
い
て
変

わ
る
こ
と
な
く
存
在
し
た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
一
体
性
の
欠
如
に
関
し
て
も
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ

リ
ア
条
約
の
前
後
に
お
い
て
本
質
的
な
変
化
は
見
出
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
（
140
）

。

ま
た
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
中
の
「
ス
イ
ス
条
項
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
が
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
属

邦
の
法
的
地
位
を
巡
る
問
題
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、「
ス
イ
ス
条
項
」
は
ス
イ
ス
全
体
を
名
宛
人
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。（
そ

も
そ
も
、
一
八
世
紀
末
或
い
は
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
「
ス
イ
ス
」
の
領
土
自
体
が
画
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
141
）

。）
第
二
に
、「
ス
イ
ス
条
項
」

中
の
「
帝
国
か
ら
の
自
由
及
び
免
除
」
は
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
（
近
代
国
際
法
上
の
観
念
と
し
て
の
）「
主
権
」
を
承
認
す
る
も
の

で
は
な
い
（
142
）

。
さ
ら
に
、
こ
の
第
二
点
に
関
連
し
て
、
次
の
事
柄
が
指
摘
さ
れ
る
。
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本
稿
（
第
四
章
第
一
節
）
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
帝
国
国
制
史
や
ス
イ
ス
史
を
扱
う
諸
論
考
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア

条
約
以
降
の
帝
国
か
ら
の
ス
イ
ス
の
「
独
立
」
に
関
し
て
は
、
諸
説
が
存
在
す
る
。（
そ
れ
ら
に
対
し
て
決
定
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
は

筆
者
の
能
力
を
超
え
る
問
題
で
あ
る
。）
そ
れ
ら
に
よ
り
、「
帝
国
か
ら
の
自
由
及
び
免
除
」
が
ス
イ
ス
全
体
の
帝
国
国
制
か
ら
の
完
全

な
離
脱
を
意
味
す
る
と
い
う
主
張
が
異
論
な
く
受
容
さ
れ
る
と
い
う
情
況
に
は
も
は
や
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
に
、

「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
る
ス
イ
ス
の
独
立
承
認
」
が
正
し
い
と
し
て
も
、
属
邦
の
地
位
を
巡
る
議
論
に
お
い
て
確
認
さ
れ

た
よ
う
に
、
ス
イ
ス
は
一
体
と
し
て
帝
国
の
枠
組
の
外
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
諸
点
か
ら
、
遅
く
と
も
本
稿
で
確
認
さ
れ
た
一
六
世
紀
初
頭
以
降
、
そ
し
て
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
前
後
も
か
わ
る

こ
と
な
く
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
及
び
そ
の
構
成
諸
邦
は
、
ス
イ
ス
外
の
勢
力
と
の
関
係
に
お
い
て
「
国
際
的
」
活
動
主
体
と
し
て
認

知
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
も
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ら
の
若
干
は
帝
国
と
の
何
ら
か
の
法
的
紐
帯
を
維
持
し
て
い

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
近
代
的
な
主
権
理
論
（
或
い
は
、
国
家
構
成
原
理
）
に
よ
っ
て
は
説
明
不
可
能
で
あ

り
、
む
し
ろ
そ
の
根
本
に
は
国
家
の
一
元
化
さ
れ
た
権
力
と
し
て
の
主
権
概
念
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。（
そ
の
結
果
と
し
て
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
（
及
び
同
盟
構
成
諸
邦
）
の
帝
国
と
の
関
係
と
そ
の
他
の
諸
勢
力
と
の

関
係
は
区
分
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。）

こ
れ
ら
の
事
柄
が
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
が
一
四
九
九
年
の
バ
ー
ゼ
ル
講
和
以
降
「
事
実
上
独
立
し
て
い
た
」、

或
い
は
「
事
実
上
主
権
的
存
在
で
あ
っ
た
」
と
す
る
「
通
説
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
。先

ず
、
仮
に
、
誓
約
同
盟
や
そ
の
構
成
諸
邦
に
よ
る
条
約
締
結
活
動
に
つ
い
て
近
代
国
際
法
理
論
に
基
づ
い
て
評
価
を
試
み
る
な

ら
ば
、
誓
約
同
盟
や
諸
邦
は
「
条
約
締
結
主
体
」
と
し
て
相
手
側
当
事
国
に
よ
る
「
黙
示
的
承
認
」
を
「
法
的
」
に
受
け
て
い
た
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
理
論
が
当
時
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
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で
は
、
近
代
国
際
法
理
論
に
依
拠
し
な
い
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
論
理
的
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、

「
事
実
上
の
独
立
」
と
い
う
説
明
は
「
正
式
な
独
立
」
と
の
対
比
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
ウ
ェ
ス
ト
フ

ァ
リ
ア
条
約
が
「
正
式
な
独
立
」
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
と
、
バ
ー
ゼ
ル
講
和
が
「
事
実
上
の
独
立
」
を
承
認
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
の
相
異
は
い
か
な
る
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
が
帝
国

外
の
存
在
と
の
合
意
で
あ
る
点
で
あ
ろ
う
か
。（
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ス
イ
ス
の
「
国
際
的
な
独
立
の
承
認
」
が
一
六
四
八
年
に
な
さ
れ
た
と

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。）
し
か
し
な
が
ら
、「
ス
イ
ス
条
項
」
の
規
定
内
容
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
本
稿
で
確
認
さ
れ

た
通
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
場
合
、
バ
ー
ゼ
ル
講
和
以
降
一
六
四
八
年
に
至
る
ま
で
の
ス
イ
ス
同
盟
や
個
別
の
構
成
邦
が
帝
国

外
の
諸
勢
力
と
締
結
し
た
「
条
約
」
が
国
際
的
な
関
係
を
表
徴
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
前
提
に
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、

「
そ
れ
で
は
一
五
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
中
葉
（
さ
ら
に
は
一
八
世
紀
初
頭
）
に
お
け
る
『
国
際
関
係
』
と
は
何
か
」
と
い
う
点
か

ら
の
問
い
掛
け
を
産
み
出
す
こ
と
に
な
る
（
143
）

。

何
れ
に
せ
よ
、
一
七
世
紀
中
葉
の
欧
州
国
家
間
関
係
に
は
、
近
代
国
際
法
理
論
に
よ
っ
て
解
釈
・
説
明
さ
れ
得
な
い
多
く
の
側
面

が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
実
態
の
中
で
、「
ス
イ
ス
条
項
」
を
近
代
国
際
法
理
論
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

仮
に
そ
の
よ
う
な
説
明
が
試
み
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
誤
解
を
招
き
易
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
（
144
）

。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

事
柄
が
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
さ
ら
に
、「（
近
代
）
国
家
と
は
何
か
」
と
い
う
、
国
際
法
（
史
）
学
（
そ
し
て
国
際
関
係
論
）

に
と
っ
て
よ
り
一
層
根
源
的
な
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
145
）

。

「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
神
話
」
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
誤
り
を
正
し
、
一
七
世
紀
中
葉
以
降
の
国
際
法
の
（
そ
し
て
、
欧

州
国
際
関
係
の
）
歴
史
の
実
相
を
探
求
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
時
代
の
欧
州
社
会
に
は
、
本
稿
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
な
ス
イ
ス
誓
約

同
盟
（
さ
ら
に
は
「
ハ
ン
ザ
」）
の
よ
う
な
独
特
な
政
治
体
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
（
他
面
か
ら
見
れ
ば
、
当
時
の

欧
州
社
会
の
諸
関
係
に
お
い
て
、「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
神
話
」
が
含
意
す
る
よ
う
な
、
中
世
か
ら
近
代
へ
の
転
換
が
短
時
日
の
間
に
生
じ
た
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の
で
は
な
い
と
い
う
事
実
）
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
146
）

。

＊
本
稿
に
お
け
る
引
用
文
の
綴
字
に
は
現
在
の
正
字
法
と
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用

文
中
の
邦
訳
は
、
訳
文
や
訳
語
の
出
典
に
つ
い
て
の
別
段
の
言
及
が
な
い
限
り
、
全
て
筆
者
（
明
石
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
82
）

ツ
ォ
イ
マ
ー
は
、
彼
が
編
纂
し
た
史
料
集
に
お
い
て
、
こ
の“H

elvetiae ”

を
「
ス
イ
ス
諸
邦
」（C

antones
H

elvetiae

）
と
読
み

替
え
る
よ
う
に
注
釈
を
付
し
て
い
る
。Zeum

er
(A

nm
.2),

S.433 .

ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
独
訳
も
こ
れ
と
同
様
に“die

K
antone

der
Schw

eiz”

と
し
て
い
る
。B

uschm
ann

(A
nm

.2),S.378.

（
83
）

尚
、
I
P
M
に
お
け
る
「
当
事
者
」
に
関
す
る
規
定
（
第
一
一
九
条
）
で
は
、「
批
准
書
の
交
換
以
前
に
ま
た
は
そ
れ
以
後
六
カ
月

以
内
に
、
一
方
ま
た
は
他
方
の
当
事
者
に
よ
る
共
通
の
同
意
に
基
づ
き
指
名
さ
れ
る
者
が
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
具

体
的
な
当
事
者
名
は
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
み
は
「
本
条
約
の
調
停
者
と
し
て
」
I
P
M
に
含
ま
れ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

（
84
）

普
遍
的
平
和
と
恩
赦
を
規
定
す
る
I
P
O
及
び
I
P
M
の
第
一
・
二
条
等
も
、
形
式
的
に
は
ス
イ
ス
に
も
関
係
す
る
も
の
と
解
さ
れ

る
。

（
85
）

IPO
,V

I(IPM
,61 ): “C

um
item

C
aesarea

m
aiestas

ad
querelas

nom
ine

civitatis
B

asiliensis
et

universae
H

elvetiae

coram
ipsius

plenipotentiariis
ad

praesentes
congressus

deputatis
propositas

super
nonnullis

processibus
et

m
andatis

executivis
a

cam
era

Im
periali

contra
dictam

civitatem
aliosque

H
elvetiorum

unitos
cantones

eorum
que

cives
etsubdi-

tos
em

anatis
requisita

ordinum
Im

periisententia
etconsilio,singularidecreto

die
14.m

ensis
M

aiianno
proxim

e
prae-

terito
declaraverit,praedictam

civitatem
B

asileam
,caeterosque

H
elvetiorum

cantones
in

possessione
velquasi

plenae
libertatis

etexem
ptionis

ab
Im

perio
esse

ac
nullatenus

eiusdem
Im

periidicasteriis
etiudiciis

subiectos,placuithoc
idem

publicae
huic

pacificationis
conventioni

inserere
ratum

que
et

firm
um

m
anere

atque
idcirco

eiusm
odi

processus
una

cum
arrestis

eorum
occasione

quandocunque
decretis

prorsus
cassos

etirritos
esse

debere.”

（
86
）

当
該
仏
訳
版
の
出
典
と
し
て
、“H

eiss,
H

istoire
de

l’E
m

pire,
tom

e
III”

、
そ
の
他
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。D

u
M

ont,
V

I,
i,
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469.
（
87
）

D
u

M
ont,V

I,i,479.
（
88
）

当
該
英
訳
版
の
出
典
と
し
て
、“G

eneral
C

ollection
of

T
reatys

etc ,vol.I”

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。C

T
S ,I,119.

尚
、
英
訳
文

中
の
斜
体
字
強
調
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
89
）

C
T

S ,I,236.

（
90
）
「
準
占
有
」（quasi

possessio

）
の
観
念
は
ロ
ー
マ
法
上
の
み
な
ら
ず
教
会
法
上
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。（
原
田
慶
吉
『
ロ
ー
マ
法

（
改
訂
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
五
五
年
）
一
四
六
頁
。）
後
に
触
れ
ら
れ
る
（
後
註（
94
））
よ
う
に
、
他
の
帝
国
領
内
の
諸
地
域
に
比
較
し

て
、
ス
イ
ス
地
域
で
は
ロ
ー
マ
法
の
継
受
の
程
度
は
弱
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
影
響
は
無
視
さ
れ
得
な
い
。（「
準
占
有
」
の
歴
史
に
つ
い

て
は
、
岩
田
新
『
占
有
理
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）
六
八
二
―
七
○
六
頁
を
参
照
し
た
。）

（
91
）

K
.M

üller,“D
ie

E
xem

ption
der

E
idgenossenschaft1648 :E

in
B

eitrag
zur

E
rklärung

des
E

xem
ptionsartikels

im
W

estphälischen
Frieden” ,Schw

eizer
B

eiträge
zur

allgem
einen

G
eschichte ,B

d.4
(1946),S.218

―221.

（
92
）

E
bd.,S.221.

ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
に
よ
る
独
語
訳
に
お
い
て
も
「
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」（völlige

Freiheitund
E

xem
tion

）
と
さ

れ
て
い
る
。B

uschm
ann

(A
nm

.2),S.336.

（
93
）

IP
O

,
IV

(38),
“[r ]estituatur

etiam
D

om
us

W
aldeck

in
possessionem

vel
quasi

om
nium

iurium
in

dynastia
D

idinghausen
etpagis

N
ordernau

etc ...”:IPO
,V

(46) ,“...in
possessione

velquasipercipiendi ”:IPO
,V

( 47) , “...in
posses-

sione
velquasiiuris

decim
andie

bonis
novalibus

in
alieno

territorio
fuerunt ”:IPO

,V
(48), “...ubicatholici...in

posses-
sione

velquasiexercitiiiurisdictionis
ecclesiasticae

fuerunt” .

（
94
）

次
の
文
献
も
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
解
釈
を
支
持
す
る
。Stadler

(A
nm

.68),
S.390.

ま
た
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
の
継
受
に
関

す
る
次
の
よ
う
な
事
情
も
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
解
釈
の
妥
当
性
を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
他
の
帝
国
領
に
比
し
て
ス
イ
ス

で
は
ロ
ー
マ
法
の
継
受
は
弱
か
っ
た
（M

itteis
(A

nm
.19),S.323.

）
と
は
言
え
、
そ
れ
は
一
五
世
紀
末
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
ロ
ー

マ
法
の
継
受
が
ス
イ
ス
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
七
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
ロ
ー
マ
法
の
継
受
が
最
高
潮

に
達
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
（L.

C
arlen, R

echtsgeschichte
der

Schw
eiz

(B
ern,

1968 ),
S.14 -16.

）、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
が
示
す
解
釈
は
、

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
当
事
者
に
と
っ
て
も
、
理
解
し
易
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
95
）

K
.

M
om

m
sen,

“B
odins

Souveränitätslehre
und

die
E

xem
ption

der
E

idgenossenschaft”,
M

.
Sieber

(H
rsg),

D
iscordia

concors
:Festgabe

für
E

dgar
B

onjour
zu

seinem
siebzigsten

G
eburtstag

am
21.A

ugust1968
(B

asel,1968),2
B

d.,B
d.II,S.441

―443.
（
96
）

M
.Jorio,“D

er
N

exus
Im

perii

―die
E

idgenossenschaftund
das

R
eich

nach
1648”,M

.Jorio
(H

rsg.), 1648:D
ie

Schw
eiz

und
E

uropa:A
ussenpolitik

zur
Zeitdes

W
estfälischen

Friedens(Zürich,1999),S.135.

（
97
）

E
gger

(note
79),p.192.

（
98
）

D
.

C
roxton/A

.
T

ischer,
T

he
Peace

of
W

estphalia:
A

H
istorical

D
ictionary

(W
estport,

C
onnecticut/London,

2002),p.289.

（
99
）

ヨ
リ
オ
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
一
六
四
八
年
及
び
そ
れ
以
降
の
数
十
年
に
お
い
て
、
主
権
概
念
（S.begriff

）
は
依
然
と

し
て
確
定
的
に
定
義
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
二
つ
の
国
法
上
の
原
則
が
相
互
に
競
い
合
っ
て
い
た
。
一
方
で
は
、
特
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
及

び
オ
ラ
ン
ダ
人
が
従
っ
た
、
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
の
『
近
代
的
』
主
権
観
念
（S.konzeption

）
が
存
在
し
た
。
国
家
理
論
に
つ
い
て
の
彼

の
著
作
で
あ
る
『
国
家
論
六
篇
』
で
、
既
に
一
五
七
六
年
に
ボ
ダ
ン
は
主
権
を
『
国
家
の
絶
対
的
か
つ
永
遠
の
権
力
』
と
定
義
し
た
の
で

あ
る
。
他
方
で
は
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
帝
国
の
理
念
（R

eichsidee

）
が
存
在
し
た
。」Jorio

(A
nm

.96),S.135.

（
100
）

ヨ
リ
オ
は
、「
ス
イ
ス
に
お
い
て
は
、
近
代
的
な
主
権
概
念
の
継
承
は
﹇
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
へ
の
﹈
世
紀
の
か
わ
り
目
ま
で

に
完
了
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。（Jorio

(A
nm

.96),
S.137.

）
ま
た
、
モ
ム
ゼ
ン
は
、
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
一
八
世
紀
前
半

ま
で
の
バ
ー
ゼ
ル
大
学
に
お
け
る
多
数
の
博
士
論
文
を
中
心
と
す
る
諸
文
献
に
お
い
て
「
主
権
」
観
念
、
特
に
、
ボ
ダ
ン
の
「
主
権
」
理

論
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
論
ず
る
中
で
、
そ
の
当
時
、
近
代
的
な
主
権
国
家
は
未
だ
実
在
す
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
依
然

と
し
て
「
帝
国
」
と
そ
の
下
位
秩
序
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
ド
イ
ツ
領
邦
国
家
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ボ
ダ
ン
の
主
権
観
念

は
受
容
さ
れ
て
お
ら
ず
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
言
葉
だ
け
が
受
容
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
等
を
指
摘
し
て
い
る
。
（K

.
M

om
m

sen, A
ufdem

W
ege

zur
Staatssouveränität:Staatliche

G
rundbegriffe

in
B

asler
juristischen

D
octordisputationen

des
17.und

18.Jahrhunderts(B
ern,1970),S.98

―188.

）

（
101
）

Jorio
(A

nm
.96),S.135.

（
102
）
「
主
要
提
案
」
と
は
、
一
六
四
五
年
六
月
一
一
日
付
で
フ
ラ
ン
ス
国
王
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
女
王
の
各
々
の
使
節
が
皇
帝
側
使
節
に
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示
し
た
提
案
で
あ
り
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
に
お
け
る
実
質
的
交
渉
の
最
初
の
具
体
的
基
礎
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以

降
の
講
和
交
渉
は
「
主
要
提
案
」
に
対
す
る
皇
帝
の
「
回
答
」（R

esponsiones

）
を
巡
っ
て
展
開
す
る
こ
と
と
な
る
。
尚
、「
主
要
提
案
」

は
次
の
文
献
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。J.

G
.

von
M

eiern,
A

cta
Pacis

W
estphalicae

Publica
oder

W
estphälische

F
riedens-

H
andlungen

und
G

eschichte,6
B

d.(H
annover,1734

―36),B
d.I,S.435

―442,443

―448:W
.E

ngels
(B

earb.), A
cta

Pacis
W

estphalicae,Serie
II,A

bteilung
A

(D
ie

kaiserlichen
K

orrespondenzen),B
d.ii(M

ünster,1976),S.336

―339,345

―

3 50.

（
103
）

M
eiern

(A
nm

.(102)),B
d.I,S.444.

尚
、
こ
の
項
目
の
ラ
テ
ン
語
訳
の
中
で
は“jura

souverenitatis
velsuprem

itatis”

と
い

う
文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。E

bd.,B
d.I,S.447.

（
104
）

H
.Q

uaritsch,S ouveränität:E
ntstehung

und
E

ntw
icklung

des
B

egriffs
in

Frankreich
und

D
eutschland

vom
13.Jh.

bis
1806

(B
erlin,1986),S.82

―84.

ま
た
、
ボ
ー
ラ
ッ
ク
は
、
I
P
O
第
八
条
の
起
草
過
程
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
が
一
六
四
五
年
六
月

一
一
日
に
行
っ
た
提
案
（
即
ち
、「
主
要
提
案
」）
に
お
い
て
、「
主
権
」（Souveraineté

）
の
言
葉
を
含
む
形
式
で
の
条
文
が
企
図
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
点
で
は
「
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
条
約
の
妥
協
規
定
で
あ
る
第
六
五
条
﹇
本
稿
で
は
第
六
三
条
﹈
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
側
の

勝
利
を
構
成
し
た
と
主
張
さ
れ
得
る
」
と
し
て
い
る
。S.B

eaulac,“T
he

W
estphalian

LegalO
rthodoxy

―M
yth

or
R

eality?”,
Journalofthe

H
istory

ofInternationalLaw
,vol.2

(2000),pp.167

―168,n.118.

（
105
）

G
.B

raun,“D
ie

‘G
azette

de
France’als

Q
uelle

zur
R

ezeptionsgeschichte
des

W
esfälischen

Friedens
und

des
R

eichsstaatsrechts
in

Frankreich”, H
istorisches

Jahrbuch,B
d.119

(1999),S.283

―284.

『
ガ
ゼ
ッ
ト
』
誌
が
仏
外
務
省
の
管

轄
下
に
入
る
の
は
一
七
六
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
同
誌
の
発
刊
経
緯
や
発
行
部
数
等
に
つ
い
て
は
、
森
原
隆
「
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
期
に

お
け
る
『
ガ
ゼ
ッ
ト
』
の
成
立
に
つ
い
て
」『
人
文
学
報
』（
京
都
大
学
）
第
六
三
巻
（
一
九
八
八
年
）、
一
二
一
―
一
四
四
頁
を
見
よ
。

（
106
）

G
.B

raun
(A

nm
.105),S.288

―291.

尚
、
引
用
文
の
綴
字
は
ブ
ラ
オ
ン
の
記
述
に
従
っ
て
い
る
。

（
107
）

G
.B

raun,“Les
traductions

françaises
des

traités
de

W
estphalie

(de
1648

à
la

fin
de

l’A
ncien

R
égim

e)”, X
V

II
e

siècle,
tom

e
190

(1996),
p.142.

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
仏
語
訳
版
の
中
で
、
I
P
O
第
一
三
条
第
八
項
の“ jura

superioritatis”

が“droits
de

souveraineté”

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
六
八
四
年
公
刊
のJean

H
eiss

に
よ
る
も
の
（
こ
の
版
が

現
在
に
至
る
ま
で
権
威
を
有
す
る
と
い
う
）
と
、
一
七
五
一
年
か
ら
一
七
五
四
年
の
間
に
公
刊
さ
れ
たC

hristian-Louis
Scheidt

に
よ
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る
も
の
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
。（Ibid.,

pp.136,140
et

142.

）
尚
、
I
P
O
と
I
P
M
各
々
の
全
文
の
仏
語
訳
版
は
、
一
六
五
一

年
か
ら
一
七
七
五
年
の
間
に
少
な
く
と
も
、
前
者
が
一
三
版
、
後
者
が
二
三
版
、
各
々
上
梓
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
更
に
、
抄
訳
版
が
、

一
六
四
八
年
か
ら
一
六
五
○
年
の
間
だ
け
で
も
、
各
々
三
版
及
び
七
版
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。（Ibid.,pp.131

―132.

）

（
108
）

“ jus
territorii”

の
訳
語
と
し
て
は
「
領
域
主
権
」、「
ラ
ン
デ
ス
ホ
ー
ハ
イ
ト
」（Landeshoheit：

「
領
邦
高
権
」）、「
領
邦
権
力
」、

「
領
邦
権
」（
さ
ら
に
は
、「
主
権
」（Souveränität

））
等
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
、「
原
語
に
即
し
て
」
直
訳
に

最
も
近
い
と
思
わ
れ
る
「
領
域
権
」
を
使
用
す
る
。（
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
敷
衍
す
る
予
定
で
あ
る
。）

（
109
）

B
・
ブ
ラ
オ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
会
議
に
お
け
る
交
渉
に
関
し
て
、
当
初
ス
イ
ス
誓
約
同

盟
の
側
で
は
、
皇
帝
の
も
と
で
の
誓
約
同
盟
の
諸
特
権
を
指
摘
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
道
筋
に
よ
っ
て
交
渉
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
ヴ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
も
当
初
バ
ー
ゼ
ル
の
諸
特
権
の
み
を
提
示
し
た
が
、
そ
れ
で
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を

悟
り
、（
フ
ラ
ン
ス
外
交
官
た
ち
の
精
力
的
な
支
持
と
共
に
）
主
権
理
論
と
い
う
避
難
所
を
選
択
し
た
。「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
第
六

条
は
﹇
皇
帝
に
よ
る
特
権
と
主
権
と
い
う
﹈
両
原
則
の
独
特
な
混
合
物
で
あ
る
。
即
ち
、
同
条
は
誓
約
同
盟
の
主
権
に
つ
い
て
の
宣
言
を

何
ら
含
ま
ず
、
帝
国
か
ら
の
免
除
『
の
み
』﹇
原
文
引
用
符
﹈
を
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
帝
国
法
の
枠
組
の
中
で
の
説
明
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
誓
約
同
盟
が
帝
国
の
裁
判
所
に
従
属
し
な
い
こ
と
と
そ
れ
に
対
応
す
る
手
続
は
破
棄
さ
れ
る
こ
と
と
い
う
付
加
部
分

（Zusatz

）
も
こ
の
枠
組
内
で
の
動
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
付
加
部
分
は
主
権
に
つ
い
て
の
宣
言
の
も
と
で
は
余
分
と
な
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
免
除
の
根
拠
と
し
て
皇
帝
に
よ
る
諸
特
権
が
指
摘
さ
れ
ず
、
誓
約
同
盟
が“ in

possessione
vel

quasi
lib-

ertatis”

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
観
念
は
主
権
理
論
か
ら
の
借
用
な
の
で
あ
る
。」B

.B
raun

(A
nm

.78),S.202

―

203.

（
110
）

Peyer
(A

nm
.10),S.79

―80.

（
111
）

R
.C

h.Schw
inges,“Solothurn

und
das

R
eich

im
späten

M
ittelalter”,

Schw
eizerische

Zeitschrift
für

G
eschichte,

B
d.46

( 1996),
S.451

―452.

ま
た
、
シ
ュ
ヴ
ィ
ン
ゲ
ス
は
、
同
市
の
指
導
層
に
属
す
る
家
門
が
一
六
九
五
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
帝

国
の
フ
ラ
イ
ヘ
ル
身
分
を
獲
得
し
た
こ
と
や
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
の
公
的
な
印
章
や
紋
章
か
ら
帝
国
を
象
徴
す
る
「
戴
冠
の
鷲
」
が
消
滅
す
る

の
は
一
八
世
紀
中
葉
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。（E

bd,S.452
―456.

）

（
112
）

Sieber-Lehm
ann

(A
nm

.47),S.29.

但
し
、
こ
の
解
釈
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
対
ト
ル
コ
戦
に
つ
い
て
は
、
そ
の
異
常
な
状
況
故
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に
発
生
し
た
事
態
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
帝
国
の
構
成
員
故
に
協
力
し
た
と
は
限
ら
な
い
と
す
る
別
の
解
釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
113
）

G
auss

(A
nm

.73),S.189.
（
114
）

Jorio
(A

nm
.96),S.133.

（
115
）
「
ラ
イ
ス
ヴ
ァ
イ
ク
条
約
」
と
は
、
ル
イ
一
四
世
が
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
連
合
（
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
・
ス
ペ
イ
ン
国
王
及
び
若
干
の
ド

イ
ツ
諸
侯
を
中
心
と
す
る
反
仏
同
盟
）
を
相
手
と
し
て
一
六
八
八
年
一
〇
月
に
開
始
し
た
「
プ
フ
ァ
ル
ツ
継
承
戦
争
」
と
こ
れ
に
並
行
し

て
英
蘭
連
合
軍
を
相
手
に
翌
年
五
月
に
開
始
し
た
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
戦
争
」
の
終
結
の
た
め
、
一
六
九
七
年
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て

オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
ス
ヴ
ァ
イ
ク
（R

ijsw
ijk

）
で
締
結
さ
れ
た
複
数
の
二
国
間
条
約
の
総
称
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
仏
蘭
間
の
講
和
条
約

（C
T

S,X
X

I,347 -370.
）
及
び
通
商
航
海
条
約
（C
T

S,X
X

I,371

―408.

）（
共
に
九
七
年
九
月
二
○
日
付
）、
仏
英
間
講
和
条
約
（
同
日

付
）（C

T
S,X

X
I,409

―444.
）、
仏
西
間
講
和
条
約
（
同
日
付
）（C

T
S,X

X
I,453

―506.

）、
帝
国
・
仏
間
の
停
戦
条
約
（
同
年
同
月
二

二
日
付
）（C

T
S,X

X
II,1

―4.
）
と
講
和
条
約
（
同
年
一
○
月
三
○
日
付
）（C

T
S,X

X
II,5

―78.

）
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
116
）

“ Porro
quoque

Sacrae
C

aesareae
M

ajestatis
&

Im
periinom

ine
Pace

hac
com

prehenduntur
praeter

nom
inata

jam
Im

perii
M

em
bra

etiam
reliqui

E
lectores,

Principes
Status

&
M

em
bra

Im
perii,

interque
ea

sigillatim
E

piscopus
&

E
piscopatus

B
asiliensis,

cum
om

nibus
eorum

D
itionibus,

Praerogativis
&

Juribus,
tum

&
tredecim

H
elvetiorum

C
antones

cum
eorum

Foederatis,nom
inatim

cum
R

epublica
&

C
ivitate

G
enevatum

&
D

ependentiis,U
rbe

&
C

om
itatu

N
eocom

ensi
ad

Lacum
,

C
ivitatibus

Sancti
G

alli,
M

ulhusae
&

B
iennae,

tribus
Ligis

R
haeticis

seu
G

risonibus,
septem

decim
V

alesianis
&

A
bbate

Sancti
G

alli.”( C
T

S,X
X

II,27.)

因
み
に
、
同
条
約
第
五
七
条
で
は
「
同
様
に
、
極
め
て
キ
リ

ス
ト
教
的
な
る
神
聖
な
﹇
フ
ラ
ン
ス
﹈
国
王
陛
下
の
名
に
よ
り
、
ス
イ
ス
の
一
三
邦
及
び
そ
れ
ら
の
同
盟
者
、
特
に
ヴ
ァ
リ
ス
市
が
、

﹇
こ
の
講
和
に
﹈
含
ま
れ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
117
）

こ
れ
ら
と
は
別
に
、
財
政
史
の
観
点
か
ら
次
の
よ
う
な
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
七
世
紀
初
頭
以
降
も
ス
イ
ス
（
バ
ー
ゼ

ル
を
は
じ
め
と
し
て
、
シ
ャ
フ
ハ
オ
ゼ
ン
・
チ
ュ
ー
リ
ヒ
等
）
が
引
き
続
き
ド
イ
ツ
南
部
地
域
へ
の
融
資
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、

宗
派
的
な
観
点
は
無
視
し
得
た
の
で
あ
っ
て
、
地
域
的
連
帯
、
善
隣
関
係
、
関
係
者
の
経
済
的
利
益
が
優
越
し
た
の
で
あ
る
。（K

örner

(note
50),

p.402.

）
こ
れ
ら
の
事
実
も
、
ス
イ
ス
諸
邦
と
帝
国
と
の
紐
帯
の
一
七
世
紀
に
お
け
る
存
続
を
示
す
も
の
と
解
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
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（
118
）

Jorio
(A

nm
.96),S.140.

（
119
）

Peyer
(A

nm
.10),S.79.

（
120
）

Jorio
(A

nm
.96),S.140:Peyer

(A
nm

.10),S.79

―80.

尚
、
こ
の
二
次
に
わ
た
る
フ
ィ
ル
メ
ル
ゲ
ン
戦
争
は
、
誓
約
同
盟
内
の
主

導
権
争
い
と
宗
派
的
対
立
、
そ
し
て
欧
州
の
国
際
情
勢
が
絡
み
合
っ
た
紛
争
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
二
大
改
革
派
邦
で
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ヒ
と

ベ
ル
ン
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
派
五
邦
に
対
し
て
戦
い
を
挑
ん
だ
の
が
こ
の
紛
争
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦
の
後
ろ
盾
で

あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
衰
退
、
そ
し
て
、
と
り
わ
け
第
二
次
フ
ィ
ル
メ
ル
ゲ
ン
戦
争
に
際
し
て
は
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
に
よ
り
、
皇
帝
も
ス

ペ
イ
ン
も
対
応
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ム
＝
ホ
ー
フ
、
前
掲
書
（
前
註（
３
））、
一
一
七
―
一
一
八
頁
。

（
121
）

“ Praesentihoc
Pacis

T
ractatu

tam
ex

M
ajestatis

suae
C

hristianissim
ae,quam

ex
M

ajestatis
suae

B
orussicae

parte
com

prehenduntur
om

nes
tredecim

Pagi
H

elvetiae,
cum

om
inibus

eorum
Sociis

ac
Foederatis,

singulatim
Principatu

N
eo-C

astri
&

V
alengiae,

R
epublica

&
C

ivitate
G

enevatum
cum

iis
quae

ab
ea

dependent,
C

ivitatibus
item

Sancti
G

alli,
M

ulhusia,
&

B
ienna,

&
septem

Jurisdictionibus
seu

D
ecim

is
V

alesianis,
tum

etiam
T

res
Ligae

R
haeticae

seu
G

risones
cum

eorum
dependentiis.”( C

T
S,X

X
V

III,149.)

（
122
）

C
T

S,X
X

V
III,58

―59.

（
123
）

そ
し
て
、
属
邦
の
地
位
を
巡
る
対
立
の
結
果
、「
ラ
イ
ス
ヴ
ァ
イ
ク
（
一
六
九
七
年
）、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
（
一
七
一
三
年
）
及
び
バ
ー
デ

ン
／
ア
ー
ル
ガ
ウ
（
一
七
一
四
年
）
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
は
所
謂
属
邦
（Zugew

andten

）
を
そ
れ
ら
の
﹇
各
地
で
締
結
さ
れ
た
﹈
講

和
条
約
中
に
含
ま
し
め
た
の
で
あ
る
」。Peyer

(A
nm

.10),S.84 :Jorio
(A

nm
.96),S.140.

（
124
）

Peyer
(A

nm
.10), S.84 .

パ
イ
ア
ー
は
、
一
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
若
干
の
属
邦
が
、
宗
派
的
及
び
政
治
的
共
感
か
ら
、
ス
イ
ス

誓
約
同
盟
中
に
名
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
、
こ
の
こ
と
は
特
に
、
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
と
バ
ー
ゼ
ル
司
教
領
に
つ
い
て
妥
当
す
る
、
と

し
て
い
る
。

（
125
）

ヨ
リ
オ
は
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
と
帝
国
（
及
び
帝
国
等
族
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
本
稿
が
対
象
と
し
た
一
八

世
紀
初
頭
ま
で
の
時
期
を
超
え
て
そ
の
関
係
が
存
続
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。「
一
三
邦
の
誓
約
同
盟
の
急
速
に
薄
れ
つ
つ
あ
る
帝
国
法

上
の
紐
帯
と
並
ん
で
、
ア
ン
シ
ャ
ン
＝
レ
ジ
ー
ム
の
終
末
ま
で
、
今
日
の
ス
イ
ス
の
個
々
の
領
域
の
若
干
の
帝
国
等
族
へ
の
多
数
の
そ
し

て
部
分
的
に
は
依
然
と
し
て
重
要
な
関
係
が
存
在
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
六
四
八
年
は
、
一
つ
の
発
展
の
終
末
で
は
な
く
、
国
家
形
成
へ
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の
道
程
の
上
で
の
ス
イ
ス
の
重
要
な
一
段
階
な
の
で
あ
っ
た
。
一
三
邦
と
そ
れ
ら
の
従
属
地
（V

erbündeten

）
は
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー

レ
ン
﹇
の
地
﹈
に
お
い
て
疑
い
な
く
帝
国
か
ら
の
あ
る
種
の
独
立
（eine

irgendw
ie

geartete
U

nabhängigkeit

）
を
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
独
立
は
一
七
世
紀
及
び
一
八
世
紀
の
経
過
の
中
で
、
近
代
的
な
『
対
外
的
』
主
権
へ
と
発
展
し
た
。
し
か
し
、
一
八
○
三
年
に
レ
ー

ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
に
お
い
て
よ
う
や
く
『
帝
国
の
紐
帯
』（N

exus
im

perii

）
が
最
終
的
に
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
る
。」Jorio

(A
nm

.96),
S.144.

（
126
）

C
T

S,X
V

II,369

―373.

（
127
）

例
え
ば
、
或
る
武
力
衝
突
の
結
果
と
し
て
、
一
七
一
八
年
六
月
一
五
日
付
で
ベ
ル
ン
・
ウ
ー
リ
・
ザ
ン
ク
ト
＝
ガ
レ
ン
間
の
講
和
条

約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。C

T
S,X

X
X

,311

―340.

（
128
）

例
え
ば
、
一
七
三
一
年
の
ザ
ン
ク
ト
＝
ガ
レ
ン
と
仏
と
の
間
の
条
約
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
条
約
で
は
、「
ザ
ン
ク
ト
＝
ガ
レ
ン
大
修

道
院
長
」
が
、「
ス
イ
ス
（le

corps
helvétique

）
の
構
成
員
と
し
て
」
こ
の
条
約
を
締
結
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
第
一
条
）。（C

T
S,

X
X

X
III,

307

―311.

）
ま
た
、
一
七
三
九
年
の
バ
ー
ゼ
ル
・
仏
間
の
防
衛
同
盟
条
約
（C

T
S,

X
X

X
V

,
375

―380.

）
や
同
じ
く
バ
ー
ゼ

ル
・
仏
間
の
一
七
八
○
年
（
六
月
二
○
日
付
）
の
同
盟
条
約
（C

T
S,X

LV
II,321

―330.

）
も
見
よ
。
後
者
の
条
約
に
関
し
て
は
、
同
日

付
け
で
両
者
間
の
国
境
付
近
に
お
け
る
多
様
な
問
題
を
扱
っ
た
条
約
（C

T
S,X

LV
II,331

―340 .

）
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。

（
129
）

C
T

S,LX
IV

,492.

（
130
）

例
え
ば
、
一
七
八
二
年
六
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
が
仏
軍
に
侵
略
さ
れ
た
際
に
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
占
領
の
条
件
に
関
す
る
合
意
文
書
が

仏
・
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
・
ベ
ル
ン
間
で
作
成
さ
れ
（C

T
S,

X
LV

III,
85

―92 .

）、
同
年
一
一
月
に
は
そ
れ
ら
三
者
間
で
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
中
立

に
関
す
る
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
（C

T
S,X

LV
III,211

―215 .

）。

（
131
）

C
T

S,II,341

―365.

こ
の
条
約
は
一
五
七
七
年
・
一
五
九
一
年
・
一
六
三
四
年
の
同
様
の
同
盟
条
約
を
更
新
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
（
前
文
）。

（
132
）

D
u

M
ont,V

I,ii etiii,130

―132: C
T

S,IV
,49

―57. D
u

M
ont,V

I,ii etiii,132

―133: C
T

S,IV
,59

―66. D
u

M
ont,V

I,ii et
iii,133

―136: C
T

S,IV
,67

―70.

（
133
）

C
T

S,V
,117

―135.

（
134
）

後
述
す
る
一
七
一
五
年
の
同
盟
更
新
条
約
の
前
文
（C

T
S,X

X
IX

,250.

）
に
よ
る
。
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（
135
）

D
u

M
ont,V

III,i,306

―308.

（
136
）

以
上
の
諸
カ
ン
ト
ン
間
の
紛
争
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ
。Luck

(note
18),pp.225

―228.

（
137
）

C
T

S,X
X

IX
,247

―262.
（
138
）

C
T

S,X
X

X
X

III,89

―116.
（
139
）

澤
伸
一
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
戦
争
期
ス
イ
ス
の
自
己
意
識
」『
西
南
女
学
院
大
学
紀
要
』
第
九
号
（
二
○
○
五
年
）
六
三
頁
。

（
140
）

ス
イ
ス
の
一
体
性
の
欠
如
に
関
し
て
は
、
当
時
の
「
国
際
法
」
の
理
論
的
著
作
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ッ
ヘ
ル
の
一
六
七

六
年
の
著
作
（『
自
然
法
及
び
国
際
法
論
』）
で
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
ス
イ
ス
諸
邦
や
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

諸
州
が
「
同
盟
条
約
の
効
力
に
よ
っ
て
」（propter

vim
foederis

）
一
体
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
個

別
の
国
家
（distinctae

civitates

）
で
あ
る
と
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。S.R

achel, D
e

jure
naturae

et
gentium

disserta-
tiones

(1676)(T
he

C
lassics

ofInternationalLaw
(W

ashington,D
.C

.,1916)),pp.297

―298.

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
実
態
を
考

慮
す
る
な
ら
ば
、「
ス
イ
ス
条
項
」
に
関
し
て
「
今
や
一
つ
の
連
邦
的
な
同
盟
（a

F
ederal

U
nion

）
に
結
合
し
た
一
三
の
独
立
国
家

（independent
states )

が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
そ
の
古
風
な
構
造
の
全
体
を
粉
砕
す
る
ま
で
、
そ

の
数
は
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」（B

onjour/O
ffler/Potter

(note
46),p .140.

）
と
す
る
評
価
は
、（
誓
約
同
盟
構
成
邦
を
「
独
立

国
家
」
と
す
る
点
に
は
問
題
が
あ
る
が
）
ス
イ
ス
の
一
体
性
の
欠
如
が
継
続
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
は
適
切
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
て
も
、
宗
教
的
対
立
を
原
因
と
し
て
最
終
的
な
誓
約
同
盟
の
解
消
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、

本
論
中
で
も
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
原
因
の
考
察
は
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
論
じ
得
な
い
。（
ス
イ
ス
の
一
体
性

の
欠
如
に
つ
い
て
の
同
時
代
人
の
評
価
は
分
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
一
六
世
紀
中
に
ス
イ
ス
の
「
誓
約
同
盟
と
し
て
の
意
識
」（das

eid-
genössische

B
ew

usstsein

）
と
「
国
家
の
本
質
」（das

W
esen

des
Staates

）
が
生
じ
始
め
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。A

begg
(A

nm
.68),S.73

―74.

）

（
141
）

ヨ
リ
オ
は
、「
一
七
九
八
年
に
至
る
ま
で
誓
約
同
盟
の
厳
密
な
範
囲
は
正
確
に
定
義
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」（Jorio

(A
nm

.96 ),
S.140.

）
の
で
あ
り
、「
イ
ゼ
レ
（E

ugen
Isele

）
に
よ
る
な
ら
ば
、
一
八
○
三
年
に
初
め
て
ス
イ
ス
は
確
定
的
領
域
（T

erritorium
clausum

）
と
な
っ
た
」
と
し
て
い
る
。（E

bd.,S.134,A
nm

.6.

）

（
142
）

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
一
六
八
○
年
の
テ
ク
ス
タ
ー
の
「
国
際
法
」
に
関
す
る
著
作
で
あ
る
『
国
際
法
要
論
』（J.

W
.

T
extor,
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Synopsis
iuris

gentium
(1680)

(T
he

C
lassics

ofInternationalLaw
(W

ashington,D
.C

.,1916)

）
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
を
巡

っ
て
依
然
と
し
て
帝
国
か
ら
の
「
自
由
」（libertas

）
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
同
書
の
第

一
○
章
「
国
家
及
び
そ
の
諸
権
利
に
つ
い
て
」（D

e
rebuspublicis

earum
que

juribus

）
で
は
、
国
家
の
自
由
の
獲
得
方
法
に
つ
い
て

の
考
察
（
第
八
乃
至
一
一
節
）
が
行
わ
れ
た
後
に
、
武
力
に
よ
る
自
由
の
獲
得
よ
り
も
、
合
意
に
よ
る
も
の
の
方
が
賢
明
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
、
そ
の
例
と
し
て
ス
イ
ス
諸
邦
の
同
盟
が
挙
げ
ら
れ
、
I
P
O
第
六
条
及
び
I
P
M
第
六
一
条
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。（Ibid.,

pp.80 -85 .
）（
尚
、
こ
の
箇
所
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
完
全
な
自
由
の
獲
得
も
合
意
に
よ
る
も
の
の
例
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

I
P
O
第
六
条
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
第
三
○
章
第
一
六
節
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。（Ibid.,

p.140.

））
ま
た
、

「
主
権
」
に
類
似
す
る
語
と
し
て
は“ im

perium
”

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、“ im

perium
”

が
最
も
頻
繁
に
登
場
す
る
の
が
第
三
○
章

（「“ im
perium

”

が
消
滅
ま
た
は
空
位
と
な
る
（vacat

）
態
様
、
空
位
と
な
る
王
国
に
お
け
る
等
族
の
権
利
に
つ
い
て
」）
に
お
け
る
議
論

で
あ
る
。（E

.g.,ibid.,pp.138
―148 .

）
そ
こ
で
は
、
依
然
と
し
て
等
族
制
国
家
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
単
一
の
絶
対
的
権
力
と
し
て

の
近
代
的
主
権
概
念
は
未
成
立
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

（
143
）

ま
た
、
当
時
の
「
国
際
関
係
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
は
、
当
時
の
「
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
」
や
「
帝
国
」
の
範
囲
に
つ
い
て
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
一
五
世
紀
末
の
用
法
で
は
、「
帝
国
」
の
観
念
は
次
の
四
つ
に
区
分
さ
れ
得

る
と
い
う
。
第
一
に
、
諸
国
家
の
上
位
に
立
つ
法
秩
序
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
構
成
す
る
西
洋
の
普
遍
的
存
在
と
し
て
の
帝
国

（
そ
こ
で
は
皇
帝
と
教
皇
の
共
同
責
任
が
想
定
さ
れ
る
。）、
第
二
に
、
封
建
的
紐
帯
と
し
て
の
帝
国
（
そ
こ
に
は
、
中
世
の
帝
国
境
界
線

内
、
つ
ま
り
、
北
イ
タ
リ
ア
や
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
、
ブ
ル
グ
ン
ト
、
サ
ヴ
ォ
ワ
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
、
ベ
ー
メ
ン
並
び
に
そ
の
周
辺
等

が
包
含
さ
れ
る
。）、
第
三
に
、
ド
イ
ツ
の
等
族
及
び
領
邦
が
集
中
し
た
帝
国
（
そ
れ
は
、「
旧
帝
国
」（das

A
lte

R
eich

）
の
政
治
シ
ス

テ
ム
が
論
じ
ら
れ
る
場
合
に
通
常
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。）、
第
四
に
、
中
核
地
域
と
し
て
の
帝
国
（
そ
れ
は
、
中
世
に
は
帝
国
領
・

王
領
や
皇
帝
に
忠
誠
を
誓
う
支
持
者
が
集
中
し
た
地
域
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
、

ザ
ク
セ
ン
選
挙
侯
領
等
を
指
す
。）
で
あ
る
。G

.Schm
idt, G

eschichte
des

alten
R

eiches(M
ünchen,1999),S.10.

（
144
）

本
稿
第
一
章
で
確
認
さ
れ
た
「
通
説
」
が
内
包
す
る
最
大
の
問
題
点
は
、
バ
ー
ゼ
ル
講
和
以
降
の
ス
イ
ス
を
「
事
実
上
の
主
権
国
家
」

と
し
、
或
い
は
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
り
ス
イ
ス
に
対
し
て
「
独
立
の
法
的
承
認
」
が
与
え
ら
れ
た
と
す
る
理
解
が
、
原
理
的
な

問
題
点
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
。
即
ち
、
果
た
し
て
一
六
四
八
年
の
時
点
に
お
い
て
、
近
代
的
な
「
主
権
」
の
概
念
が
欧
州
社
会
に
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一
義
的
に
存
在
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
が
検
証
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
こ
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
例
え
ば
、

フ
ロ
ー
ヴ
ァ
イ
ン
が
、
ス
イ
ス
の
独
立
問
題
を
「
主
権
の
承
認
」
の
有
無
の
問
題
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
宗
主
国
か
ら
の
み
与
え
得
る
と

の
前
提
で
論
じ
て
い
る
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
第
三
章
第
三
節
で
若
干
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、「
主
権
」（souveraineté

）
と
い

う
用
語
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
話
会
議
当
時
の
ド
イ
ツ
地
域
で
は
（
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
）
受
容
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
フ
ロ
ー
ヴ
ァ
イ
ン
は
ま
た
、「
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
が
主
権
を
有
し
」
か
つ
「
同
帝
国
の
み
が
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
に
主
権
を
与
え
得
る
」

と
の
論
理
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
現
代
の
国
際
法
理
論
（
主
権
理
論
及
び
承
認
理
論
）
を
単
純
に
過
去
に
投
影
し
て
い
る
も
の
と

言
え
よ
う
。J.

A
.

Frow
ein,

“T
ransfer

or
R

ecognition
of

Sovereignty

―Som
e

E
arly

Problem
s

in
C

onnection
w

ith
D

ependentT
erritories”, A

m
erican

JournalofInternationalLaw
,vol.65

(1971),pp.568

―569.

（
145
）

ス
イ
ス
史
に
お
け
る
バ
ー
ゼ
ル
講
和
や
「
一
四
九
九
年
」
の
決
定
的
重
要
性
を
認
め
る
通
説
の
正
当
性
も
ま
た
、「
近
代
国
家
」
の

定
義
に
従
っ
て
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
に
お
け
る
よ
う
に
、
近
代
国
際
法
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、「
国
家
」
に
と
っ
て

近
代
的
主
権
観
念
の
存
在
が
最
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
、「
通
説
」
の
誤
謬
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
皆
川
卓
（「
フ
ェ
ー
デ
と
近
世
国
家
」
山
内
進
他
（
編
著
）『
暴
力
―
比
較
文
明
史
的
考
察
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
○
○
五
年
）
五
一
―
八
二
頁
所
収
）
は
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
、
通
説
を
支
持
し
て
い
る
。
皆
川
は
、
中
世
的
政
治
団
体
（
法
秩

序
）
か
ら
「
近
世
・
近
代
国
家
へ
の
分
か
れ
目
」
を
「
共
通
の
正
当
性
を
示
す
法
廷
の
有
無
」（
七
七
頁)

に
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
も
と
で
、
皆
川
は
、「
レ
ー
ブ
リ
ン
家
の
フ
ェ
ー
デ
」（
一
四
八
四
年
―
一
五
○
○
年
）
を
検
討
・
評
価
し
て
い
る
。

（
五
六
―
七
七
頁
）
彼
に
よ
れ
ば
、
当
該
フ
ェ
ー
デ
は
「
制
度
の
変
化
に
よ
っ
て
」「
す
で
に
中
世
的
法
秩
序
の
一
環
と
し
て
の
フ
ェ
ー
デ

で
は
な
か
っ
た
」
の
で
あ
り
、「
さ
ま
ざ
ま
な
留
保
は
必
要
だ
が
、
極
論
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
空
間
毎
に
暴
力
と
正
当
性
を
独
占
し
、
相

互
に
は
そ
の
い
ず
れ
を
も
共
有
し
な
い
二
つ
の
政
治
団
体
、
す
な
わ
ち
二
つ
の
『
国
家
』
を
背
景
に
し
た
『
国
際
紛
争
』
で
あ
っ
た
」
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、「
一
四
九
九
年
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
・
ス
イ
ス
戦
争
は
―﹇
中
略
﹈―
ス
イ
ス

が
帝
国
に
と
っ
て
共
通
の
法
廷
を
欠
き
、
暴
力
の
ぶ
つ
か
り
合
い
で
し
か
紛
争
を
解
決
で
き
な
い
空
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
誰
の
目

に
も
明
ら
か
に
し
、
そ
の
方
向
を
決
定
付
け
た
大
暴
力
事
件
だ
っ
た
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（
七
七
頁
）

こ
の
皆
川
の
主
張
は
、
本
稿
の
論
旨
と
の
間
で
興
味
深
い
問
題
を
提
起
す
る
。
皆
川
は
「
暴
力
と
正
当
性
を
独
占
」
す
る
も
の
を
「
近

代
国
家
」
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
一
つ
の
（
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
、
最
重
要
な
）
表
徴
と
し
て
の
「
法
廷
」
の
有
無
を
問
題
と
し
て
い
る
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が
、
本
稿
で
は
「
主
権
」
を
有
す
る
も
の
を
「
近
代
国
家
」
と
し
、
そ
の
「
主
権
」
の
有
無
自
体
を
問
題
と
し
て
い
る
。「
法
廷
」
つ
ま

り
は
、「
裁
判
権
」
が
中
世
に
お
け
る
統
治
権
能
（
君
主
権
）
の
核
心
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
近

代
国
家
の
理
論
で
は
「
主
権
」
に
由
来
す
る
権
能
の
一
つ
と
し
て
「
司
法
管
轄
権
」（
つ
ま
り
、「
裁
判
権
」）
が
説
明
さ
れ
る
。「
暴
力
と

正
当
性
を
独
占
」
す
る
こ
と
が
、「
主
権
」
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
皆
川
の
結
論
と
本
稿
の
結
論
は
矛
盾
し
な
い
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
間
に
は
時
間
的
差
異
が
存
在
し
て
い
る
た
め
に
、
両
者
の
結
論
が
異
な
る
（「
通
説
」
の
肯
定
と
否
定
）

こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
も
、
近
代
的
な
「
主
権
」
を
有
す
る
政
治
体
（
近
代
主
権
国
家
）
の
併
存
状
態
を
前
提
と
し
、
そ
れ
ら
の
間
の
法

規
範
を
問
題
と
す
る
（
近
代
）
国
際
法
学
と
、
そ
れ
よ
り
も
自
由
に
「
国
家
」
を
認
識
・
措
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
他
の
学
問
分
野
と
の

相
異
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
146
）

ミ
ュ
ン
ガ
ー
は
「
ハ
ン
ザ
と
誓
約
同
盟
は
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
に
構
想
さ
れ
た
中
世
の
帝
国
国
制
に
お
け
る
政
治
的
存
在
形
態
の
二

つ
の
選
択
肢
と
し
て
理
解
さ
れ
得
る
」（S .5.

）
と
し
て
、「
中
世
」
の
存
在
と
し
て
ハ
ン
ザ
と
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
を
捉
え
て
い
る
。（T

.
M

ünger,
“H

anse
und

E
idgenossenschaft

―Zw
ei

m
ittelalterliche

G
em

einschaften
im

V
ergleich”,

H
ansische

G
eschichtsblätter,

119.
Jahrgang

(2001),
S.5

―48.

）
こ
の
よ
う
に
中
世
の
存
在
と
認
識
さ
れ
て
き
た
ハ
ン
ザ
の
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ

ア
条
約
以
降
の
「
国
際
的
」
活
動
に
つ
い
て
は
拙
稿
「『
ハ
ン
ザ
』
と
近
代
国
際
法
の
交
錯
―
一
七
世
紀
以
降
の
欧
州
『
国
際
』
関
係
の

実
相
―
（
一
）・（
二
・
完
）」『
法
学
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
）
第
七
九
巻
（
二
○
○
六
年
）
第
四
号
（
一
―
二
五
頁
）・
第
五
号
（
一
―

二
六
頁
）
を
見
よ
。

本
稿
は
平
成
二
〇
年
度
慶
應
義
塾
学
事
振
興
資
金
（
個
人
研
究
B
）
に
よ
る
補
助
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
記
し
て
感
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し
た
い
。
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